
��������

�����

� �
� �

� �
� �
� �
� �

行政経営改革プラン
地域交流学習センター検討委

安曇野日和
生涯学習だより
健康と福祉
情報ボックス

トピックス

連載

安
曇
野
の
ブ
ラ
ジ
ル

特
集

◎

2006.12.2112

もうすぐ
おねえちゃん。
安曇野生まれのオオシロ・タリッサちゃん（４）。
この冬には弟が誕生する。



特
集安

曇
野
の
ブ
ラ
ジ
ル

９９，２４７分の２，２５４、

市民４５人に１人が外国籍となります。

そしてその半数は、ブラジル国籍。

スーパーで、駅で、学校で、

日常目にする隣人たちの姿。

どれだけ知っていますか、

安曇野に息づく、もう一つの世界。
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左
が
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん（
２５
）。
穂
高
で
暮
ら
し
て
１０
年
に
な
る
。
右
が
妻
ミ
カ
さ
ん（
２３
）、
下
が
長
女
タ
リ
ッ
サ
ち
ゃ
ん（
４
）、
中
央
が
二
女
サ
ー
ラ
ち
ゃ
ん（
２
）。

　
「
男
の
子
で
し
ょ
う
」
。
市
内
の
産
婦
人

科
の
医
師
が
２
人
に
そ
う
告
げ
た
。

　
妊
娠
６
カ
月
の
検
診
の
日
、
ジ
ュ
ニ
オ
ー

ル
さ
ん
と
妻
ミ
カ
さ
ん
の
第
３
子
は
、
初
め

て
の
男
の
子
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
日
分
か

っ
た
。

　
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
の
仕
事
の
終
業
時
間

は
朝
６
時
。
検
診
に
は
、
ほ
と
ん
ど
付
き
添

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
出
産
の
時
期
に
帰
国
す
る
人
が
多
い
こ
と

は
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
地
で
新

し
い
命
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
２
人
は
決
め
た
。

　
家
族
は
日
常
を
生
き
て
い
く
た
め
の
力
。

　
一
緒
に
い
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
労
も
乗
り
越

え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

僕
の
履
歴
書

　
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
、

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
・
ド
・
ス
ウ
州
ド
ー
ラ

ド
ス
。
州
の
北
西
部
一
角
に
は
、
世
界
的
に

有
名
な
大
湿
原
地
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
が
あ
る
。

　
家
は
牧
場
を
営
ん
で
い
て
、
７０
㌶
の
敷
地

に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
移
入
さ
れ
た
ギ
ロ
ラ

ン
デ
と
い
う
茶
褐
色
の
牛
を
放
牧
し
て
い
る
。

　
近
く
に
は
、
ジ
ャ
ッ
カ
と
い
う
大
き
な
果

物
の
な
る
木
や
、
魚
が
釣
れ
る
小
川
も
あ
っ

た
。
休
日
は
近
所
の
友
だ
ち
と
牧
場
で
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
り
、
パ
チ
ン
コ
で
鳥
や
ネ
ズ
ミ

を
捕
っ
て
遊
ん
だ
。

　
「
働
く
」
こ
と
は
、
日
常
の
す
ぐ
隣
に
あ

っ
た
。
１０
歳
の
時
、
自
転
車
が
ほ
し
い
と
父

に
ね
だ
る
と
、
牧
場
内
に
あ
る
４
㌶
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
畑
の
管
理
を
任
せ
ら
れ
た
。

　
放
課
後
、
父
に
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
の
仕

方
や
土
づ
く
り
な
ど
を
教
わ
り
、
６
カ
月
す

る
と
、
仕
事
が
一
通
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
す
る
と
父
は
、
約
束
ど
お
り
自
転
車

を
買
っ
て
き
て
く
れ
た
。

　
そ
の
翌
年
、
父
は
経
済
的
な
事
情
で
日
本

へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
。

　
そ
れ
以
降
、
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
は
牧
場

の
主
要
な
働
き
手
と
な
っ
た
。
朝
３
時
に
起

き
て
牛
の
世
話
を
し
、
午
前
中
は
学
校
、
午

後
は
再
び
牧
場
に
向
か
う
と
い
う
日
が
続
い

た
。
休
日
は
全
く
な
く
な
っ
た
。

　
３
年
間
、
父
は
家
族
と
離
れ
、
孤
独
を
経

験
し
て
い
た
。
そ
の
状
況
は
残
さ
れ
た
家
族

も
ま
た
、
同
じ
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
１５
歳
の
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
は

日
本
に
行
く
こ
と
を
決
意
す
る
。

　
「
も
う
父
に
出
稼
ぎ
は
さ
せ
な
い
」
。

ブラジルから来た皆さんは
どんな思いを抱きながら

どんな生活を送っているのでしょうか。
「等身大のあなたを教えてください」
市内で暮らす3人の日常を追いました。

「
私
も
だ
っ
こ
」
と
、
タ
リ
ッ
サ
ち
ゃ
ん
。

Episode1
エピソード
家族と仕事

家族とお金の話

日常に生きる
オオシロ ネストル ジュニオールさん　25歳
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マッド･グロッソ･ド･スウ州　 穂高
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辛
く
、
悲
し
い
思
い
出

　
来
日
し
て
最
初
に
勤
め
た
の
は
市
内
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
製
造
会
社
だ
っ
た
。
家
族

的
な
会
社
で
、
社
長
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
辞

書
を
片
手
に
、
仕
事
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
、

身
の
回
り
の
心
配
も
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
、
ま
ち
で
は
「
差
別
」
を
経
験
し
た
。

　
来
日
し
て
間
も
な
い
１６
歳
の
時
。
休
日
と

な
り
、
上
田
に
住
む
友
人
に
会
い
に
出
掛
け

た
日
の
こ
と
。
駅
の
改
札
口
を
出
る
と
、
突

然
一
人
の
男
が
目
の
前
に
現
れ
ジ
ュ
ニ
オ
ー

ル
さ
ん
の
腕
を
強
引
に
引
っ
張
っ
た
。

　
男
は
、
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
を
引
き
ず
り

な
が
ら
強
い
口
調
で
何
か
を
言
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
は
「
ガ
イ
ジ
ン
」
と
い
う
言
葉
が

聞
き
取
れ
た
。
自
分
を
の
の
し
っ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。

　
　
　
誰
か
が
不
正
乗
車
を
し
て
、
そ
の
犯

人
だ
と
疑
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
　
　
。

　
そ
の
後
、
駅
員
と
話
を
す
る
と
、
自
分
が

無
実
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
結
局
、

本
当
の
犯
人
は
い
な
く
な
り
、
自
分
を
の
の

し
っ
た
男
は
、
弁
解
も
謝
罪
も
せ
ず
、
人
波

の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。

　
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
は
震
え
る
手
を
必
死

に
押
さ
え
た
。

日
本
は
逃
げ
道
で
は
な
い

　
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
が
日
本
に
来
た
動
機

は
、
お
金
だ
。
経
済
的
な
理
由
は
切
り
た
く

て
も
切
れ
な
い
。

　
「
欲
し
い
も
の
が
手
に
入
る
こ
と
が
、
ど

れ
だ
け
幸
せ
な
こ
と
か
、
こ
ち
ら
の
人
た
ち

は
本
当
に
分
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
。

　
時
々
、
そ
う
思
う
こ
と
が
あ
る
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
心
を
許
し
合
え
る

日
本
の
友
人
も
た
く
さ
ん
で
き
た
。
そ
し
て

こ
の
地
で
ミ
カ
さ
ん
と
い
う
最
愛
の
人
と
め

ぐ
り
合
い
、
か
け
が
え
の
な
い
家
族
と
生
活

基
盤
を
手
に
入
れ
た
。

　
ミ
カ
さ
ん
は
言
う
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
２０
年
が
ん
ば
っ
て
や
っ

と
手
に
入
る
も
の
が
、
日
本
で
は
４
、
５
年

で
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
て
来
日
す
る
人
が
つ
き
な
い
。
け
れ
ど
、

何
の
目
的
も
な
く
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
人

は
、
往
復
を
繰
り
返
し
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
何
も
残
せ
な
い
で
い
る
」
。

　
自
分
た
ち
は
、
母
国
か
ら
日
本
へ
逃
げ
て

き
た
の
で
は
な
い
。
愛
す
べ
き
人
を
守
り
、

そ
の
生
活
を
支
え
て
い
る
今
、
胸
を
張
っ
て
、

そ
う
言
い
切
れ
る
。

　
そ
し
て
、
ミ
カ
さ
ん
の
お
な
か
に
は
、
小

さ
な
命
が
宿
っ
て
い
る
。

　
予
定
日
は
１１
月
２０
日
。

　
穂
高
で
１０
回
目
の
冬
を
迎
え
る
こ
ろ
、
ジ

ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
は
、
３
人
の
父
親
に
な
る
。

土曜日は家族そろって
食事ができる大切な時間。
中央奥はジュニオールさんの父。

本日の勤務がスタート。
ジュニオールさんについて、
上司・坂口係長の評価
「信頼できるし、信頼してくれる」。

タイムカードを押し、勤務が始まる。
左はポルトガル語で「入（社）」、右
には「出（社）」と書かれている。

夜勤を終えたパパが帰宅。二女サ
ーラちゃんがお出迎え。

パパのお弁当を作る。おなかが大きい
のでぼちぼちやる。

今日のお昼は「フェイジョン」。
豆とベーコンを煮込んだ料理。
ごはんにかけて食べる。パ
パはそろそろ寝る時間。

お風呂に入れるのはおばあちゃんの
役目。手際良く孫たちに服を着させる。

　バブル期の外国人登録人口激増から10年以上

が経ち、その形態も変化しつつあります。そのひ

とつは「出稼ぎ」といわれた短期滞在から、家族

で長期滞在するケースが増えてきたことです。市

の外国人相談窓口には毎月100件ほどの生活相談

が寄せられ、その数も増加傾向にあります。

　6年前から安曇野の状況を見続けてきた市外国

人相談員のハケオ・アルベスは「保険や税金など

日常生活に関することや教育の問題など、相談の

内容も多様化してきました」と指摘します。

　また、「住民の意識も少しずつ変わってきまし

た。違いを認めた上で尊敬し合える関係を、さら

に築ければ」と話します。お互いの理解を深めて

いく中で、地域社会の

一員として受け入れる

姿勢が必要となります。

Episode1
エピソード
家族と仕事

生活者として市民として



� 12月号広報 �12月号広報

　
１
９
５
９
年
１０
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
ト

ス
港
に
向
け
１
隻
の
移
民
船
が
出
港
し
た
。

 
船
の
名
前
は
「
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
」
。
戦

後
の
移
民
輸
送
を
象
徴
す
る
大
型
船
で
あ
る
。

 
白
い
船
体
が
岸
壁
を
ゆ
っ
く
り
と
離
れ
る

と
、
２
、
７
０
０
人
の
乗
客
の
多
く
は
、
桟

橋
を
埋
め
尽
く
し
た
人
た
ち
に
手
を
振
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
船
に
は
兼
次
盛
達
さ
ん
の
姿
も

あ
っ
た
。

 
こ
の
瞬
間
か
ら
、
盛
達
さ
ん
の
長
い
旅
が

始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

 焼
け
跡
か
ら

 
盛
達
さ
ん
は
、
１
９
３
７
年
１０
月
、
兼
次

家
の
三
男
と
し
て
沖
縄
県
那
覇
市
で
生
ま
れ

た
。
同
年
は
廬
溝
橋
事
件
が
勃
発
す
る
な
ど
、

日
本
が
軍
国
主
義
に
傾
い
て
い
っ
た
時
代
で

あ
る
。

 
１
９
４
４
年
１０
月
、
盛
達
さ
ん
７
歳
、
国

民
学
校
１
年
の
時
の
こ
と
。

 
本
土
空
襲
に
先
駆
け
て
ア
メ
リ
カ
軍
の
激

し
い
空
襲
が
沖
縄
を
襲
っ
た
。
戦
火
を
く
ぐ

り
抜
け
、
父
に
抱
か
れ
て
墓
場
の
中
や
那
覇

か
ら
８０
㌔
離
れ
た
国
頭
の
山
へ
と
逃
げ
込
ん
だ
。

 
ま
ち
は
１
週
間
燃
え
続
け
た
。

　
警
防
団
長
だ
っ
た
父
と
母
は
戦
争
が
原
因

で
亡
く
な
っ
た
。
盛
達
さ
ん
は
戦
後
の
混
乱

の
中
、
時
に
は
ネ
ズ
ミ
や
ヘ
ビ
を
食
べ
、
生

き
抜
い
た
。

　
青
年
期
を
迎
え
、
あ
て
も
な
い
日
々
を
送

っ
て
い
た
盛
達
さ
ん
は
、
あ
る
新
聞
広
告
を

目
に
す
る
。
　
　
南
米
移
住
者
募
集
　
　
。

 
戦
後
日
本
は
、
６
１
４
万
人
の
旧
植
民
地

か
ら
の
引
き
揚
げ
者
と
８
、
０
０
０
万
人
の

自
然
増
に
よ
り
、
過
剰
人
口
が
発
生
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
そ
の
解
決
手
段
の
一
つ
と
し

て
海
外
移
民
を
奨
励
し
て
い
た
。

 
「
何
と
か
し
て
今
の
状
況
を
抜
け
出
し
た

い
」
。
盛
達
さ
ん
は
ト
ラ
ン
ク
を
片
手
に
、

新
天
地
へ
と
向
か
っ
た
。

 
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
入
り
、
最
初
の
仕
事
は
、

露
天
で
の
バ
ナ
ナ
売
り
だ
っ
た
。

 
ま
ず
、
覚
え
た
言
葉
は
「
ボ
ン
ジ
ー
ル
（
お

は
よ
う
）
」
、「
ウ
ン
、
ド
イ
ス
、
ト
レ
ス
（
１
、

２
、
３
）
」
。
そ
し
て
次
に
覚
え
た
の
は
「
ゲ

タ
プ
ッ
タ
！
（
ろ
く
で
な
し
）
」
と
い
う
言

葉
だ
っ
た
。
悪
い
言
葉
と
は
知
っ
て
い
た
が
、

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
言
葉
だ
っ
た
。

 
１
年
ほ
ど
働
い
て
、
そ
の
後
は
日
雇
い
の

仕
事
を
中
心
に
何
で
も
や
っ
た
。

 
当
時
、
移
住
者
の
ほ
と
ん
ど
は
家
族
移
住

で
、
盛
達
さ
ん
の
よ
う
な
縁
故
の
な
い
単
身

移
住
者
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

 
そ
れ
で
も
、
現
地
で
は
５
人
の
単
身
移
住

者
と
知
り
合
い
に
な
り
、
同
じ
境
遇
を
生
き

る
者
同
士
、
意
気
投
合
し
た
。

 
し
か
し
、
そ
ん
な
友
人
た
ち
も
数
年
し
な

い
う
ち
に
次
々
と
病
ん
で
い
っ
た
。

 
１
人
は
精
神
障
害
を
引
き
起
こ
し
帰
国
。

１
人
は
肺
病
を
患
い
病
死
。
そ
し
て
、
残
り

の
３
人
は
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
。

 
結
局
、
知
り
合
っ
た
友
人
す
べ
て
が
、
盛

達
さ
ん
の
前
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

 
自
分
の
番
は
、
い
つ
だ
ろ
う
　
　
。

 
盛
達
さ
ん
は
い
つ
し
か
そ
う
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

 
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
か
ら
南
西
に
５０
㌔
ほ
ど
行

く
と
、
日
系
人
が
多
く
暮
ら
す
町
、
モ
ジ
・

ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス
が
あ
る
。
そ
こ
に
豊
子

さ
ん
の
実
家
が
あ
っ
た
。

 
豊
子
さ
ん
は
「
植
民
地
」
と
呼
ば
れ
る
日

系
農
場
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
植
民
地
と
は
、

雇
用
農
と
し
て
働
く
こ
と
を
嫌
っ
た
戦
前
移

民
が
独
立
し
て
形
成
し
た
地
区
で
あ
る
。

 
地
域
に
は
日
本
人
会
が
で
き
、
日
本
人
学
校

日系移民１世の回顧録

カネシじいちゃんの昔話
兼次 盛達さん　69歳

������� ��������

那覇市　サンパウロ州　 豊科

ゲ
タ
プ
ッ
タ
！

豊
子
さ
ん

「
若
く
撮
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
ほ
ほ
笑
む
。
体
を
使
っ
て
働
い
て
き
た
せ
い
か
、容
姿
は
本
当
に
若
い
。

週に１回、長女のナオミさんの車で買い物に出掛ける。
北穂高にあるブラジルの雑貨店で日用品をまとめ買い。

妻の豊子さん（６８）と孫のサユリちゃん（11カ月）。

か
ね
し
せ
い
た
つ

く
に
が
み

Episode2
エピソード
時　代
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おばあちゃんと一緒なら大丈夫。

豊科保健センターで、
孫のサユリちゃんの予
防接種の日。仕事で来
られないお母さんのピン
チヒッターはおばあちゃん。

接種が終わり、
タクシーで帰宅。
「お疲れさまで
した」。

午後は少しだけ眠る。そ
の前には必ず活字に目
を通す。西村京太郎や
内田康夫が好み。

きれい好きの
豊子さん。キッ
チンはいつも整
然としている。

二女ミユキさんの住む田沢
団地へ　　。この日は部
屋の掃除当番。

再
び
日
本
へ

信
州
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ

も
建
て
ら
れ
た
。
豊
子
さ
ん
は
、
そ
ん
な
日

系
人
社
会
の
中
で
教
育
を
受
け
た
。

 
失
意
の
中
に
い
た
盛
達
さ
ん
は
、
同
僚
の

紹
介
で
豊
子
さ
ん
に
出
会
っ
た
。

 
日
本
的
な
魅
力
を
引
き
継
ぐ
豊
子
さ
ん
は
、

盛
達
さ
ん
の
生
き
る
希
望
と
な
っ
た
。
休
み

の
日
は
、
鉄
道
で
１
時
間
半
か
け
て
豊
子
さ

ん
に
会
い
に
行
っ
た
。
１
年
間
の
交
際
を
経

て
、
２
人
は
結
婚
し
た
。

 
結
婚
し
て
か
ら
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
カ
ハ
ン

地
区
に
引
っ
越
し
、
３
人
の
子
ど
も
を
授
か

っ
た
。
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
所
得
格
差
が
激

し
く
、
２
割
ほ
ど
の
富
裕
層
と
多
く
の
貧
困

層
が
社
会
を
構
成
し
て
い
た
。
盛
達
さ
ん
は

働
き
詰
め
の
毎
日
を
送
っ
た
が
、
給
料
は
ほ

と
ん
ど
上
が
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。

 
食
費
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

近
所
同
士
の
カ
ン
パ
や
励
ま
し
に
支
え
ら
れ

た
。
何
と
か
子
ど
も
た
ち
を
高
校
ま
で
行
か

せ
よ
う
と
、
家
族
は
団
結
し
た
。

 
１
９
８
９
年
７
月
、
５７
歳
に
な
っ
た
盛
達

さ
ん
は
、
再
び
日
本
の
地
に
い
た
。
神
奈
川

県
の
大
手
自
動
車
会
社
で
働
い
て
い
た
。

 
こ
の
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
イ
ン
フ
レ
率

は
、
過
去
最
高
の
２
、
８
０
０
％
に
達
し
た
。

１
０
０
円
で
買
え
た
パ
ン
が
、
２
８
０
０
円

に
な
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
ま
だ
学
生
だ

っ
た
３
人
の
娘
た
ち
を
支
え
る
た
め
に
も
、

日
本
国
籍
を
持
つ
盛
達
さ
ん
は
、
「
出
稼
ぎ
」

に
出
る
決
意
を
し
た
。

 
娘
た
ち
は
日
本
か
ら
の
送
金
を
頼
り
に
高

校
を
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
。

 
そ
し
て
日
本
に
出
て
７
年
後
、
娘
た
ち
も

日
本
で
働
き
た
い
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

 
現
在
、
盛
達
さ
ん
は
、
豊
科
の
ア
パ
ー
ト

に
妻
、
長
女
と
と
も
に
暮
ら
し
、
田
沢
団
地

に
は
二
女
夫
婦
も
暮
ら
し
て
い
る
。
仕
事
は

引
退
し
、
昼
間
は
孫
の
面
倒
を
見
た
り
、
家

事
を
手
伝
っ
た
り
、
花
を
育
て
た
り
し
て
過

ご
し
て
い
る
。

 
娘
た
ち
は
今
の
と
こ
ろ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に

帰
り
た
い
と
は
言
わ
な
い
。

 
各
地
を
巡
り
な
が
ら
運
命
を
切
り
開
い
て

き
た
盛
達
さ
ん
は
、「
お
れ
に
そ
れ
を
言
う
権

利
は
な
い
。
た
だ
、
が
ん
ば
れ
と
言
う
だ
け
」
。

 
遠
い
日
の
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

１
９
６
４
年
当
時
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
郊
外
の
ビ
ワ
畑
。

左
は
明
科
総
合
支
所
勤
務
の
平
川
千
夏
の
父
。

　
　
　
　
　 

　 

ブ
ラ
ジ
ル
の
大
地
に
夢
を
紡
い
だ
。

かさ   と   まる

Episode2
エピソード
時　代

　安曇野市からもブラジルへ移住した人が各地域に
いることが、取材で確認できました。また、安曇野
市の在外選挙人名簿によると、ブラジル居住者は12
人います。この制度は任意であり、大使館に出向く
などの手続きが必要なことから、実際には、さらに
多くの居住者がいると推測されます。
　ブラジル移住の歴史を振り返ると、移民時期は３
つの期間に大別できます。
　第１期は1908年の「笠戸丸」移民が始まりです。
笠戸丸には165家族、781人が乗船しました。長野県
出身者では「矢崎節夫」がいたといわれています。移住者
の大半は、日本に帰ることを前提としたコーヒー農場の出
稼ぎ労働者でした。しかし、収穫が思うようにいかず、遠
い日本に帰れなくなった人がほとんどでした。
　第2期は移民最盛期で、1923年ごろの経済不況から始まり、
第2次大戦で終わります。そして、この時期から永住を決意
する移民が増え始めます。これは1923年に始まった信濃海
外協会のアリアンサ移住地建設が大きな役割を果たしたと
いわれています。この団体の総裁は長野県本間知事でした。
そして「コーヒーよりも人をつくれ」という人に重点を置
いた方針が、日本移民を永住志向に変えるきっかけを作り
ました。
　第3期は戦後で、政府の渡航費全額補助が制度化されまし
た。グアタパラ移住地建設では長野県を含む7県が参加。送
出業務は県農政部が担当していました。
　戦前、戦後と合わせると長野県からは5,869人がブラジル
に移民しています。
幾多の歴史を乗り越え、日系人はブラジル社会に完全に

根を下ろしました。国内での日系人の評価は非常に高いそ
うで、現在も総人口の１％に満たない日系人が、最高学府・
サンパウロ大学の学生の約18％を満たすなど、「勤勉」な
傾向が現在も受け継がれています。
　そして再来年は、日系移民100周年を迎えます。



�� 12月号広報 ��12月号広報

 
「
は
じ
め
日
本
が
嫌
い
で
、
そ
の
次
は
ブ
ラ

ジ
ル
が
嫌
い
に
　
　
。
で
も
今
は
、
両
方
と

も
好
き
」
。

 
松
南
高
校
２
年
生
の
ム
ラ
ヤ
マ
・
ミ
ヤ
コ

さ
ん
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
第
２
の
都
市
、
リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
生
ま
れ
。
母
国
語
よ
り
日

本
語
が
堪
能
で
、
両
親
の
通
訳
を
し
た
り
、

時
に
は
小
学
５
年
生
の
妹
の
参
観
日
に
出
席

し
た
り
も
す
る
。
日
本
の
食
事
を
好
み
、
音

楽
は
浜
崎
あ
ゆ
み
や
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
を
聞
く
。

 
ミ
ヤ
コ
さ
ん
は
１６
年
前
、
両
親
と
と
も
に

日
本
に
移
住
し
た
。
ま
だ
赤
ん
坊
だ
っ
た
ミ

ヤ
コ
さ
ん
は
、
１
歳
の
誕
生
日
を
成
田
に
向

か
う
飛
行
機
の
中
で
迎
え
た
。

 
父
の
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
は
当
初
、
１
年
半
く

ら
い
働
い
て
、
母
国
に
帰
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

 
し
か
し
、
家
族
は
し
だ
い
に
日
本
の
環
境

や
習
慣
に
な
れ
、
経
済
的
に
も
安
定
し
た
生

活
が
で
き
た
た
め
、
帰
国
予
定
は
ど
ん
ど
ん

先
送
り
に
な
っ
た
。

 
し
か
し
、
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
に
は
将
来
、
母

国
で
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
い
つ
か

は
家
族
で
帰
国
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
ミ
ヤ
コ
さ
ん
は
、
明
科
の
保
育
園
に
通
い
、

小
学
校
に
入
学
し
た
。
周
り
に
な
じ
め
な
い

と
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
取
り
た
て

て
、
さ
み
し
い
と
い
う
思
い
も
な
か
っ
た
。

 
そ
ん
な
ミ
ヤ
コ
さ
ん
が
、
日
本
を
嫌
い
に

な
っ
た
の
は
小
学
校
３
年
生
の
時
。

 
ブ
ラ
ジ
ル
の
転
入
生
が
増
え
て
き
た
こ
と

や
、
漢
字
の
勉
強
が
苦
手
に
な
っ
て
き
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
自
ら
の
国
籍
に
つ
い
て

考
え
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
「
何
で
み
ん
な
が
日
本
人
で
、
わ
た
し
は

外
国
人
な
の
だ
ろ
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
ら

別
の
生
活
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
。

 
多
く
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
距
離
を
お
く
よ

う
に
な
り
、
心
も
離
れ
て
い
っ
た
。

 
小
学
校
を
卒
業
し
、
中
学
に
入
学
し
て
も

自
分
の
国
籍
へ
の
違
和
感
は
続
い
た
。
入
学

式
で
は
「
外
国
人
が
い
る
」
と
い
う
声
が
聞

こ
え
、
戸
惑
い
を
感
じ
た
。

 
し
か
し
、
ク
ラ
ス
で
取
り
組
ん
で
い
た
「
新

聞
作
り
」
が
ミ
ヤ
コ
さ
ん
の
転
機
と
な
っ
た
。

 
ミ
ヤ
コ
さ
ん
が
作
っ
た
新
聞
は
、
母
国
ブ

ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
だ
っ
た
。

 
紙
面
の
右
半
分
に
は
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル

の
学
校
の
違
い
や
習
慣
の
違
い
な
ど
に
つ
い

て
書
き
、
左
半
分
に
は
「
ボ
ン
ジ
ア
（
お
は

よ
う
）
」
な
ど
、
み
ん
な
に
覚
え
て
も
ら
え

そ
う
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
書
い
た
。

 
「
ミ
ヤ
コ
ち
ゃ
ん
、
外
国
語
が
し
ゃ
べ
れ

る
ん
だ
」
と
声
を
掛
け
て
く
る
子
や
「
筆
記

体
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
書
き
方
を
教
え
て
」

と
言
っ
て
く
る
友
だ
ち
も
で
き
た
。

 
日
本
を
嫌
う
気
持
ち
は
、
い
つ
の
間
に
か
、

な
く
な
っ
て
い
た
。

 
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
信
頼
関
係
が
深
ま
る

と
、
大
事
な
友
だ
ち
や
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境

と
離
れ
る
の
が
怖
く
な
っ
て
き
た
。
い
つ
か

ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
る
こ
と
を
思
う
と
、
心
が
曇

っ
た
。

 
帰
国
に
つ
い
て
、
両
親
と
話
し
合
う
機
会

が
あ
る
と
、
「
帰
る
ん
だ
っ
た
ら
ひ
と
り
で

帰
っ
て
」
と
言
い
放
っ
た
。
近
く
に
住
む
叔

母
が
「
日
本
は
地
震
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
よ
」
と
冗
談
ま
じ
り
に
言
う
と
、
「
そ
れ

な
ら
わ
た
し
も
日
本
と
一
緒
に
沈
む
」
と
言

い
返
し
た
。

 
そ
ん
な
２
つ
の
国
の
狭
間
で
揺
れ
動
く
思

い
を
、
ク
ラ
ス
の
親
友
に
打
ち
明
け
た
。

 
「
日
本
人
だ
ろ
う
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
だ
ろ

う
が
、
ミ
ヤ
コ
は
ミ
ヤ
コ
だ
よ
」
。
そ
う
言

っ
て
く
れ
た
。

 
ミ
ヤ
コ
さ
ん
は
泣
き
た
か
っ
た
。

 
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
は
、
自
分
を
奮
い
立

た
せ
、
前
に
進
む
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
。

友
だ
ち

母
国
に
い
た
ら

私の学生生活

18歳のチケット
ムラヤマ ミヤコさん　17歳

�������� ������

リオ･デ･ジャネイロ州 　 明科七貴

帰宅に使う快速
電車の前で。左

がミヤコさん。
右はテニス部の

チームメート百
瀬さん。

最近、百瀬さん
はミヤコさんと

はじめてケンカ
をした。ケンカ

の理由は「わた
しの話を聞いて

くれなかったか
ら」。

その日に仲直り
した。

Episode3
エピソード

学生生活
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そ
し
て
、
も
う
一
つ
変
化
が
起
き
た
。

 
今
年
の
夏
、
家
族
で
中
房
川
に
遊
び
に
い

っ
た
時
の
こ
と
。
ミ
ヤ
コ
さ
ん
は
お
父
さ
ん

に
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
話
し
た
。

 
「
高
校
を
卒
業
し
た
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
行

っ
て
み
よ
う
と
思
う
」
。

 
自
分
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
母
国
を
も
っ
と
深

く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

 
「
ミ
ヤ
コ
の
口
か
ら
そ
の
言
葉
を
聞
け
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
お
父
さ
ん
。
視
野

が
広
が
る
こ
と
で
、
ミ
ヤ
コ
さ
ん
の
可
能
性

も
広
が
る
と
考
え
て
い
る
。

 
ミ
ヤ
コ
さ
ん
は
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
、
ど

ち
ら
が
好
き
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
う
ま
く
答

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
「
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
、
傷
つ
く

人
も
い
る
と
思
う
か
ら
。
こ
の
先
も
一
生
、

選
ば
な
い
と
思
う
」
。

 
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
た
ら
１
年
間
、
母
国
語

の
勉
強
を
し
て
、
母
国
の
大
学
を
受
験
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
よ
り
も
っ

と
成
長
し
て
、
日
本
の
み
ん
な
に
再
会
し
た

い
　
　
。
そ
れ
が
今
の
目
標
だ
。

 
３
年
前
、
家
族
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
た
時
、

手
に
し
た
の
は
往
復
の
航
空
券
だ
っ
た
。
け

れ
ど
、
高
校
卒
業
後
に
手
に
す
る
チ
ケ
ッ
ト

は
、
片
道
に
し
よ
う
と
決
め
て
い
る
。

　
中
学
３
年
に
な
り
、
周
り
の
友
だ
ち
が
進

路
を
決
め
て
い
く
中
で
、
ミ
ヤ
コ
さ
ん
も
高

校
を
受
験
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

 
「
小
学
校
、
中
学
校
と
き
た
ん
だ
か
ら
、

こ
こ
ま
で
き
た
ら
高
校
ま
で
行
か
な
い
と
も

っ
た
い
な
い
」
。

 
中
学
を
卒
業
し
た
ら
、
帰
国
を
勧
め
ら
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
両
親
も
「
最
後

は
ミ
ヤ
コ
自
身
が
決
め
る
こ
と
だ
」
と
納
得

し
て
く
れ
た
。

 
高
校
の
入
学
式
で
は
、
喜
び
と
同
時
に
「
本

当
に
き
ち
ゃ
っ
た
」
と
、
自
分
の
行
動
力
に

驚
い
て
い
た
。

　
高
校
で
も
友
だ
ち
に
恵
ま
れ
た
。

 
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
所

属
し
た
。
部
員
は
ミ
ヤ
コ
さ
ん
も
含
め
２
人
。

同
じ
ク
ラ
ス
で
後
ろ
の
席
に
座
っ
て
い
た
百

瀬
さ
ん
に
一
緒
に
や
ろ
う
と
誘
わ
れ
た
。
今

は
来
春
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
地
区
予
選
に
向
け
、

毎
日
２
時
間
の
練
習
を
２
人
で
励
ん
で
い
る
。

目
標
は
県
大
会
出
場
だ
。

 
勉
強
は
苦
手
な
科
目
も
あ
る
が
、
中
学
の

時
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
国
語
の
問
題
が
、

最
近
、
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

 
分
か
る
喜
び
と
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
い
う

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

高
校
進
学

さ
よ
な
ら
日
本

松本方面のホー
ムへ―。

みんな眠そう。

   駅から学校へ。この日は朝から雨がパラつく。
 「部活できるかなぁ」。

２週間後
に控える

修学旅行
の打ち合

わせ。行
き先は

･･･グァ
ム！

ただ今、部活の真っ最中。校舎から声援。「がんばれ～」。

帰りは他
校に通う

中学の同
級生と合

流。

同級生は
不審なカ

メラマン
をジロリ

。

ミヤコさ
ん爆笑。

まな娘2人に囲まれて。中央が父のマサノリさん。右が妹のミドリさん。

　
市
の
小
中
学
校
に
は
80
人
ほ
ど
の
外

国
人
児
童
生
徒
が
在
学
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
、日
本
語
の
指
導
を
必
要
な
子

ど
も
は
30
人
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
は
、日
本
語
の
習
熟
度

の
違
い
や
国
籍
の
多
様
化
な
ど
で
苦
慮

し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、県
内
に
住
む
外
国
籍
の
子
ど

も
の
33
％
が
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
な
い

と
い
う
統
計
が
あ
り
ま
す
。

　
外
国
籍
の
人
に
就
学
の
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、滞
在
が
長
期
化
す
れ
ば
、未

就
学
に
よ
る
教
育
の
差
が
社
会
的
な
底

辺
化
を
進
め
か
ね
ま
せ
ん
。

　
明
北
小
学
校
で
講
師
を
務
め
る
市
外

国
人
相
談
員
・
平
川
千
夏
は
「
行
政
だ

け
で
な
く
、親
側
の
努
力
も
必
要
」
と
話

し
ま
す
。
仕
事
の
事
情
で
学
校
と
接
点

が
少
な
い
な
ど
、不
利
な
条
件
が
重
な
れ

ば
、満
足
の
い
く
よ
う
な
教
育
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

　
課
題
は
複
雑
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

外国籍児童生徒と公教育

明科総合支所勤務　外国人生活相談員

平川 千夏（ひらかわ・ちな）

Episode3
エピソード

学生生活
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長
野
県
は
全
国
で
６
番
目

安
曇
野
市
は
県
で
５
番
目

　
安
曇
野
市
は
、
外
国
籍
の
皆
さ
ん
が
多
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１１
月
１
日
現
在
で
、
市
に
外
国
人
登

録
を
す
る
皆
さ
ん
は
２
、
２
５
４
人
い
て
、

市
人
口
の
２
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
日

本
に
暮
ら
す
外
国
人
は
総
人
口
の
１
・
５
％

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
み
て
も
比
率

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
約

半
分
、
１
、
０
２
７
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
で
す
。

　
日
本
に
暮
ら
す
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
約
２７
万

人
。
長
野
県
は
全
国
で
６
番
目
、
安
曇
野
市

は
県
で
５
番
目
に
多
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
く
住
む
ま

ち
と
し
て
有
名
な
の
は
、
愛
知
県
の
豊
田
市
、

静
岡
県
の
浜
松
市
、
群
馬
県
の
太
田
市
や
大

泉
町
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
自
動
車
工
場
な
ど
の

製
造
業
が
盛
ん
な
都
市
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
ま
す
。

　観光産業や農業のイメージが強い安
曇野市。その一方では、工業都市とし
ても強い地盤を持っています。
2005年の工業統計調査（速報）によ
ると、安曇野市の「製造品出荷額」は
8,597億19万円（前年比136％増）で県
内トップ。2位である松本市の5,113億
1,339万円を大きく上回っています。
　また、同調査の「原材料使用額等」
は5,341万900万円で、こちらも県内最

大となっています。この数字は市内の
工業系メーカーに力があることを表し
ています。
今年行われた国勢調査に目を転ずると、

15～64歳の人口は、県全体では４万
8,258人（2.2％）減少している中、市
は721人（0.9％）増加しています。こ
のことから、市内もしくはその近郊に
おいて、雇用の需要があることが推測
できます。
 

工業都市としての安曇野

１
９
９
０
年
が
転
機

　
外
国
人
登
録
人
口
に
変
化
が
表
れ
た
の
は
、

９０
年
代
半
ば
。

　
市
で
最
も
人
口
の
多
い
穂
高
地
域
で
は
、

９０
年
に
は
１
１
３
人
だ
っ
た
外
国
人
登
録
人

口
が
、
２
０
０
５
年
に
は
１
、
０
３
６
人
に

急
増
し
ま
し
た
。
国
籍
別
に
み
る
と
ブ
ラ
ジ

ル
が
圧
倒
的
に
多
く
、
９５
年
に
２
４
７
人
だ

っ
た
人
口
が
、
２
０
０
５
年
に
は
５
８
７
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
９０
年
の

「
出
入
国
管
理
法
お
よ
び
難
民
認
定
法
」
（
入

管
法
）
の
改
正
で
す
。
こ
の
改
正
で
は
、
日

系
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
在
留
資
格
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
日
系
１
世
で
日
本
国
籍
を

放
棄
し
た
人
や
２
世
に
は
「
日
本
人
の
配
偶

者
等
」
の
在
留
資
格
を
、
日
系
３
世
と
そ
の

配
偶
者
に
は
「
定
住
者
」
の
在
留
資
格
を
申

請
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
格
の
在
留
期
間
は
１
〜
３
年
。

旅
行
な
ど
の
短
期
滞
在
で
来
日
し
た
場
合
で

も
、
滞
在
中
に
資
格
変
更
手
続
き
が
可
能
で
、

滞
在
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
就
労
は
制
限
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど

の
職
種
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

卵
が
先
か
ニ
ワ
ト
リ
が
先
か

　
こ
の
資
格
の
新
設
は
、
日
本
人
と
の
血
縁

的
つ
な
が
り
に
着
目
し
た
も
の
で
、
直
接
的

に
は
、
国
内
の
経
済
効
果
な
ど
を
ね
ら
い
と

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
の
日
本
は
バ
ブ
ル
期
で
あ

り
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
送
り
手
側
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
長
期

的
な
イ
ン
フ
レ
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
両
国
の
経
済
状
況
が
絡
み
合
い
、
日

本
―
ブ
ラ
ジ
ル
間
の
人
口
移
動
が
、
急
速
に

加
速
し
た
の
で
す
。

　
「
卵
が
先
か
ニ
ワ
ト
リ
が
先
か
」
。
そ
の

議
論
は
堂
々
巡
り
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、国
内
へ
の
人
口
移
動
が
進
ん
だ
か
。274

99

107

222

209

200

252
186

457 　ブラジル
　中　国
　その他

各地域の国籍別外国人登録人口（単位：人）

（11月1日現在　安曇野市資料）

43

66

3030

531414
42

穂高

堀金

三郷

豊科

明科

99人

717人

218人

359人
661人

／解説
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少
子
高
齢
化
と
外
国
人
労
働
者

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る

か
否
か
　
　
。
そ
ん
な
議
論
が
国
や
経
済
界

で
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
そ
の
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
で
働

き
手
が
減
る
こ
と
へ
の
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。

 
２
０
３
０
年
、
日
本
の
労
働
力
人
口
は
現

在
よ
り
１
、
０
０
０
万
人
減
り
、
女
性
や
高

齢
者
が
現
在
よ
り
働
く
よ
う
に
な
っ
て
も
５

０
０
万
人
減
る
と
国
は
試
算
し
て
い
ま
す
。

 国
の
基
本
的
な
考
え
方

 
日
本
は
、
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
者
な
ど
「
専

門
的
、
技
術
的
分
野
と
評
価
さ
れ
な
い
労
働

者
」
の
受
け
入
れ
に
は
、
慎
重
な
姿
勢
を
と

っ
て
い
ま
す
。

 
し
か
し
、
就
労
に
制
限
の
な
い
日
系
人
や

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
移
転
の
た
め
就
労
で

き
る
「
研
修
・
技
能
実
習
生
」
は
、
合
法
的

に
こ
れ
ら
の
分
野
で
働
い
て
い
る
な
ど
、
実

態
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。

 
今
年
９
月
、
法
務
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
受
け
て
「
今
後

の
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

 
こ
の
案
で
は
、
新
た
に
「
特
定
技
能
労
働

者
」
と
い
う
分
類
を
示
し
ま
し
た
。

 
こ
れ
は
、
「
専
門
的
、
技
術
的
と
評
価
さ

れ
な
い
」
と
し
て
き
た
労
働
者
を
、
条
件
付

き
で
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

の
条
件
と
は
、
「
一
定
の
日
本
語
能
力
」
や

「
入
国
当
初
か
ら
雇
用
契
約
」
が
あ
る
こ
と

な
ど
で
す
。

 
ま
た
、
日
系
人
の
受
け
入
れ
と
研
修
・
技

能
実
習
制
度
は
見
直
さ
れ
、
原
則
、
こ
の
制

度
に
一
本
化
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

 
そ
し
て
、
す
で
に
滞
在
し
て
い
る
日
系
人

は
、
日
本
語
教
育
の
施
策
を
実
現
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
一
定
の
要
件
を
課
す
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

 地
域
社
会
の
問
題
で
も
あ
る

 
　

 
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
国
政
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
人
労
働
者
が
実
際
に

生
活
す
る
の
は
、
地
域
社
会
で
す
。

 
９０
年
の
入
管
法
改
正
で
、
地
方
に
外
国
人

労
働
者
が
急
増
し
た
時
期
、
国
と
地
方
の
連

携
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

 
住
民
に
直
結
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
自
治

体
は
当
時
、
急
増
し
た
外
国
人
労
働
者
に
十

分
な
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
情
報

不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
、

住
民
と
の
あ
つ
れ
き
が
生
ま
れ
た
地
域
も
あ

り
ま
し
た
。

 
お
互
い
の
理
解
も
な
く
、
生
活
環
境
も
整

備
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
安
易
に
受
け
入
れ

を
進
め
て
い
っ
た
場
合
、
受
け
入
れ
ら
れ
た

外
国
人
、
そ
し
て
、
隣
人
と
し
て
迎
え
る
こ

と
に
な
る
地
域
社
会
の
双
方
に
と
っ
て
不
幸

な
結
果
を
も
た
ら
し
か
ね
ま
せ
ん
。

 
内
で
は
人
口
減
少
、
外
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
中
で
、
国
全
体
の
問
題
と
し

て
、
そ
し
て
、
地
域
社
会
の
問
題
と
し
て
、

異
文
化
と
の
共
生
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に

き
て
い
ま
す
。

 
小
さ
な
地
方
都
市
・
安
曇
野
が
経
験
し
た

「
内
な
る
国
際
化
」
は
、
今
後
、
多
く
の
都

市
で
も
重
要
な
課
題
に
な
り
そ
う
で
す
。

 
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
異
な
る
者
同
士
が
交

じ
り
合
い
、
地
域
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
違

い
を
認
め
、
そ
れ
を
否
定
し
な
い
こ
と
　
　
。

そ
し
て
、
そ
の
上
で
融
和
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
が
積
極
的
に
社
会
に
参
加
で
き
れ
ば
理
想

的
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、

無
知
か
ら
誤
解
や
偏
見
を
抱
い
て
し
ま
う
の

が
現
状
で
す
。
ま
ず
は
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
る
根
気
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
は
そ
の
道
程
に
い
ま
す
。

「
同
化
」
で
な
く
「
融
和
」

地域の「国際化」は
どこまで進むか。

市民活動のご案内

 最後に、在住外国人の支援や交流活動を行う

市民団体を紹介します。市民はすでに、課題と

向き合い、将来の展開を見据えていました。各

団体とも、活動を支えるスタッフを募集しています。

詳しくは、各代表までお問い合わせください。

Ａｚｕｍｉｎｏハートネットワーク
場所・穂高会館

問　代表・丸山 美枝さん
（�０９０・１８６９・９５４７）

日本語教室　

毎週日曜日　午後７時～９時

文化教室

《リズム＆ダンス》

毎週日曜日　午後７時30分～９時

《書　　　　　道》

第１日曜日　午後７時～９時

《着　　付　　け》

第３日曜日　午後７時～９時

無料

無料

豊科日本語教室
場所・豊科ささえあいセンター

問　代表・佐藤タカエさん
（�72・4376）

毎週日曜日　午前10時～正午 １回100円

三郷日本語教室
場所・三郷公民館

問　代表・津村 孝夫さん
（�０８０・１０５０・３１３１）

毎週土曜日

午後７時30分～午後９時30分

無料

インフォメーション ／展望

無料

無料
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フ
ル
サ
ト
ハ
、
ア
ヅ
ミ
ノ
。
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の概要（長野県国際課）

１１
月
１３
日
、
午
前
８
時
。

ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
、ミ
カ
さ
ん
の
長
男
が
誕
生
し
ま
し
た
。

名
前
は
ヨ
ウ
ス
ケ
。母
国
に
い
る
ミ
カ
さ
ん
の
父
と
同
じ
名

で
、ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ
ん
が
命
名
し
ま
し
た
。

 こ
の
日
、北
ア
ル
プ
ス
は
雪
化
粧
と
な
り
、有
明
山
に
か
け

て
、大
き
な
虹
が
か
か
り
ま
し
た
。こ
の
子
の
人
生
に
何

度
か
登
場
す
る
だ
ろ
う
心
象
風
景
は
、安
曇
平
か
ら
望

む
北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
や
、こ
の
日
の
よ
う
な
雪
景
色
に
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 今
回
の
特
集
で
は
、ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
た
住
民
の
日
常
を

追
い
、そ
の
心
の
思
い
を
探
り
ま
し
た
。悲
し
み
、喜
び
、嫌

悪
、尊
敬
、笑
い
、怒
り
。そ
れ
は
、わ
た
し
た
ち
が
こ
の
地

で
日
々
続
け
る
営
み
を
追
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 世
界
の
真
ん
中
は
、東
京
で
も
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
も
な
く
、こ
の

ま
ち
の
中
に
あ
る
│
│
。９
９
、０
０
０
分
の
１
の
新
し
い

物
語
が
、今
、花
開
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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安
曇
野
市
行
財
政
改
革
大
綱(

第
１
次)

・
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン

簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
経
営
を
目
指
し
て

本
市
は
昨
年
１０
月
１
日
に
新
設
合

併
し
安
曇
野
市
に
な
り
ま
し
た
が
、

合
併
協
議
の
段
階
か
ら
合
併
を
「
行

政
運
営
見
直
し
の
好
機
」
と
と
ら
え
、

先
例
や
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
事
務
事
業
や
各
種
手
当
な
ど
の
見

直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
か
つ
て
の
よ
う
な
経
済

※今回は、紙面の都合上、行政経営改革プランの主な取り組みのみを掲載しました。
※大綱、答申文などの関連資料は市ホームページもしくは各総合支所地域支援課でご覧いただけます。

成
長
を
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
厳
し

い
情
勢
の
下
で
、
構
造
改
革
や
規
制

緩
和
、
地
方
分
権
の
流
れ
を
加
速
さ

せ
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
進
む

一
方
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課
題

が
複
雑
か
つ
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
民
主

権
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政

能
力
の
向
上
と
、
行
政
改
革
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
力
、
個
性
や
創
造
性

の
発
揮
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
乗
り

切
る
た
め
の
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
今
後

の
行
財
政
改
革
の
方
向
性
を
示
す

「
安
曇
野
市
行
財
政
改
革
大
綱
（
第

１
次
）
」
と
そ
の
実
施
計
画
と
な
る

「
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

今
後
、
市
で
は
、
こ
の
大
綱
等
に

基
づ
き
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
経

営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

大綱などの策定にあたり、

素案段階で多くのご意見な

どをお寄せいただきました。

ありがとうございました。

安曇野市行財政改革大綱安曇野市行政経営改革プラン（具体的施策と取り組み）

●広報・広聴の充実　広報紙の配布方法を見直し、市民意見聴取方法の体系化　など
「広報あづみの」をすべての世帯に迅速に配布するため、平成１９年度から新聞折り
込みとします。また、市民のご意見をお聴きする機会・手段の整備に努めます。

●市民参加システムの構築　市民参加指針の策定、市民活動センターの設置　など 
地域やボランティア・民間非営利団体（ＮＰＯ）などの活動を支援し、市民と行政が
協働するまちづくりを進めていく体制を整えます。

●経費の削減　補助金の見直し、財務分析の公表、入札および契約方法の見直し　など
健全な財政基盤を確立するために、経費の削減に努めます。また、市の財政状況を市
民に分かりやすくお伝えできるよう、財務分析を公表します。
●自主財源の確保　収税等収納率の向上、公告事業導入の検討、市有財産の整理処分　など
市税等の収納率向上を目指し、コンビニエンスストアでの納付など、納付環境の整備
に努めます。また、新たな財源を確保するため、市有財産の整理処分・ホームページ
への広告掲載等を検討します。

●定員管理の適正化　定員適正化計画の策定、退職奨励制度の検討　など
合併後１０年間で「職員１０４人を削減」という新市建設計画における目標の達成に向
け、定員適正化計画を策定します。
●給与の適正化　評価制度の給与への反映、時間外勤務手当の縮減　など
人事評価による結果を給与に反映するシステムを構築します。

●事務の効率化　『一職場一改善運動』による事務改善、電子決裁などの導入検討　など
「一職場一改善運動」による事務事業の改善などで、事務の効率化を図ります。
●事務事業の見直し　アウトソーシング計画の策定、行政評価制度の導入、イベントの統廃合　など
費用対効果の視点から廃止を含む事務事業の見直しを図るため、行政評価制度を導入
します。また、前述した定員適正化計画を、市民サービスを低下させることなく着実に推
進するため、アウトソーシング（業務の外部・委託化）計画を策定し、推進していきます。

●組織の効率化　本庁・総合支所の総合的な見直し、類似した委員会・協議会等の統廃合　など
総合支所の機能を「窓口業務」・「地域の住民生活に直接かかわる行政分野」・「住
民組織や住民の主体的な活動を支援し、住民と協働する地域づくりの推進」として掲
げ、市民にとって分かりやすい総合支所のあり方を検討するとともに、本庁組織の見
直しを行い、効率的な行政組織の確立を目指します。
●職員の意識改革　人材育成基本方針の策定（評価制度の導入・研修体系の確立）　など
人事評価制度の導入、研修体系の確立を柱とする｢人材育成基本方針｣を策定し、職員
の意識改革に努めるとともに、時代の変化に的確に対応できる人材の育成に努めます。
●既存法人(外郭団体など)の見直し　第三セクターの見直し方針の確立　など
市が出資する第三セクターのあり方を含めた見直し方針を確立するほか、市が事務局
等を担当する団体の自主的・主体的な運営への移行を目指し、見直しを図ります。

●効率的な管理運営　指定管理者制度の導入、低・未利用施設の有効活用　など
公共施設について、指定管理者制度を積極的に導入し、効果的・効率的な管理運営に
努めます。

【基本理念】
●社会経済情勢の変化に対応した、
　簡素で効率的な行政システムを確立
　
●行政自らが行財政運営全般にわたっ
て検証を行い、最小の経費で最大の
効果を上げることができる行政運営
システムの確立

※三位一体の改革
｢国から地方への税源移譲｣｢国庫補助負担金の削
減｣｢地方交付税の見直し｣の３つを一体的に行う
改革です。

※

【基本方針】

Ⅰ 市民と協働し

市民に信頼される市政の実現

Ⅱ 市民志向の質の高いサービス

を提供する市政の実現

Ⅲ スリムで時代の変化に柔軟な

行財政の実現

市民との協働による市政の推進

重点項目１

健全な財政基盤の確立

重点項目１

職員管理・給与の適正化

重点項目２

業務の効率化

重点項目１

スリムで柔軟な
組織・人事体制の構築

重点項目２

公共施設の効果的利用

重点項目３
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交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の

 ﹁
あ
る
べ
き
姿
﹂と
は

　
図
書
館
の
蔵
書
を
大
き
く
２
つ

に
分
け
る
と
、
残
す
べ
き
史
資
料

的
な
図
書（
貴
重
書
、
研
究
書
、
全

集
な
ど
）と
、
多
く
の
人
が
広
く
利

用
で
き
る
身
近
な
図
書
が
あ
り
ま
す
。

残
す
べ
き
史
資
料
的
な
図
書
は
、

中
央
図
書
館（
本
館
）に
ま
と
め
て
管

理
し
、
広
く
利
用
で
き
る
身
近
な

図
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
館
に
配

置
す
る
な
ど
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム

の
効
果
的
な
集
中
、
分
担
を
行
い
、

利
用
者
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
網
羅
的
に
図
書
等

資
料
を
収
集
し
、
市
内
の
図
書
館

シ
ス
テ
ム
全
体
を
統
括
す
る
本
館
と
、

地
域
住
民
へ
の
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
す
分
館
を
そ
れ
ぞ
れ

整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
図
書
館
は
誰
も
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
よ
う
な
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
。
す
べ
て
の
人
に
優
し
い

施
設
で
あ
り
、
ま
た
市
民
に
と
っ
て

図
書
館
は
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、

心
が
癒
さ
れ
、
文
化
の
薫
り
の
す
る

「
来
る
だ
け
で
何
か
知
的
な
気
分
に

な
れ
る
」
空
間
で
あ
る
べ
き
で
す
。

 報
告
書
（
抜
粋
）

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
検
討
施
設
委
員
会

　
合
併
前
、
旧
豊
科
町
・
旧
穂
高
町
・

旧
三
郷
村
で
は
、
図
書
館
を
核
に
し

た
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検

討
し
て
い
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
が
誕
生
し
、
各
施
設
建

設
計
画
が
新
市
に
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
「
安
曇
野
市
」
と
し
て
の

視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
検

証
を
す
る
た
め
、
平
成
１８
年
２
月
に

委
員
２０
人
で
構
成
す
る
「
安
曇
野
市

地
域
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
１７
回
の
会
議
、
２

回
の
公
聴
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
検
討
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
１１

月
１６
日
、
市
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
平
林
市
長
は
報
告
書
の
提
出
を
受

け
、
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
込
め
ら
れ
計
画
さ
れ
て
き

た
施
設
。
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
整
備
に
向
け
着
実
に
歩

み
を
進
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
財
源
や
事
業
の
優
先
度

な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
こ
の
報
告
書

の
趣
旨
を
尊
重
し
、
市
民
の
学
習
・

交
流
の
場
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
ら
れ
る
施
設
を
目
指
し
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
市
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
、
県
内
他
市
の
状
況

を
調
査
、
比
較
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
は
、
県
内
で
６
番
目
に

人
口
の
多
い
自
治
体
で
す
が
、
５
図

書
館
の
合
計
の
蔵
書
冊
数
と
開
架
冊

数
、
一
人
当
た
り
の
蔵
書
冊
数
と
貸

出
冊
数
、
利
用
登
録
率
は
、
い
ず
れ

も
県
内
１９
市
の
平
均
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
他
市
と
比
較
し
て
充
実
し
た

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
現
状
で
す
。

　
明
科
図
書
館
を
除
く
４
館
は
、
い

ず
れ
も
狭
小
で
図
書
館
と
い
う
よ
り
、

公
民
館
図
書
室
程
度
の
規
模
で
す
。

そ
の
た
め
、
豊
科
、
三
郷
、
堀
金
の

図
書
館
は
、
車
い
す
や
乳
母
車
も
書

架
の
間
を
通
り
に
く
い
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
館
内
に
憩
え
る
場
所
が
な

く
、
交
流
の
場
に
は
な
り
に
く
い
状

況
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
人

が
気
軽
に
訪
れ
て
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
情

報
技
術（
Ｉ
Ｔ
）、
視
聴
覚
関
係
設
備

等
も
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
若
い
人

た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
場
所
と

は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

※
報
告
書
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
、
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
、

　
各
教
育
課
窓
口
、
各
図
書
館
に
備
え

　
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1
現
状
と
問
題
点

平林市長に報告書を手渡す益子委員長

2
全
体
像

中
央
図
書
館︵
本
館
︶と

分
館
の
整
備
と
機
能
、
役
割
の
分
担

市
民
誰
で
も
心
地
よ
く

利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
べ
き

各
地
域
の
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
（
全
文
）

1．�豊科交流学習センター

・豊科文化ゾーン内の豊科近代美術館に接続し、なるべ
　く美術館南の芝生を生かすよう配慮して建設。
・近代美術館のロマネスク調の外観にマッチし景観を損
　なわないよう配慮した外観を持つ建物
・「近代美術館をより充実させる機能」、「安曇野市豊科
　図書館」、「市民の交流スペース」のそれぞれを有する
　複合施設として整備。
・美術館機能としては、大型絵画がゆったりと鑑賞でき
　る「ギャラリー」、立体的に活用できる200席程度の「多
　目的ホール」、現在分散している市所蔵の美術品等を
　集中させて保管できる「収蔵庫」等を整備し、豊科近
　代美術館を内外から安曇野市の基幹美術館として認め
　られる美術館とする。
・豊科図書館は、市内図書館の中では分館の位置づけとし、
　蔵書規模は約66,000冊、美術関係の図書資料を充実さ
　せるなどの特色を持った図書館とし、地域市民の生涯
　学習の場となる学習研究機能や講座開催機能、また子
　育て支援の機能を有すものとしたい。
・市民が気軽に集い、自由に活動できるオープンスペー
　スの交流の場や付帯設備を整備し、多目的ホールや学
　習機能とも連携させ、活発な市民の交流の拠点としたい。
　（穂高・三郷にも同文が掲載）

2．�穂高交流学習センター

・穂高のワシントングラウンド（元穂高小学校跡地）に「中央図書館」と、
　地域学習の場であり地域情報のセンターともいえる「地域学習館」、「市
　民の交流スペース」の複合施設として建設。
・中央図書館は、市内図書館の本館の位置づけであり、市民の誇りとなり
　うる機能的でデザイン的にも優れた図書館。
・蔵書規模は、専門書等も含めて約20万冊（開架15万冊、閉架5万冊）とし、
　市内図書館では唯一資料保存機能を有し、これら資料を活用した学習研
　究機能や講座開催機能も全市的視野で整備することとしたい。また、子
　育て支援機能等の穂高地域における地域図書館として必要な機能も整備。
・地域学習館は市民が主体的に安曇野の歴史や人物、文化、自然等を学習
　研究し、その成果を発表、展示し、地域文化を高めようとする施設であ
　り、多様な活動が十分可能となるよう200席規模の多目的ホールをはじめ、
　各種学習室や展示スペース等を整備。

3．�三郷交流学習センター

・三郷中学校北に、「三郷児童館」と「三郷図書館」、「市民の交流スペー 
　ス」の複合施設として建設。
・三郷児童館は、計画を含め唯一児童館空白地域となっている三郷地域の
　児童対策や子育て支援施策の拠点となるもので、十分な規模と機能を備
　えた施設として、早急に整備されたい。
・三郷図書館は、市内図書館の中では分館の位置づけとし、蔵書規模は約
　55,000冊、地域市民の生涯学習の場となる200席程度の多目的ホールな
　ど学習研究機能や講座開催機能、また子育て支援の機能も有すものとし
　たい。

4．�堀金交流学習センター

・蔵書規模38,000冊程度で学習研究、講座開催、また子育て支援の各機能
　も有する「堀金図書館」を核とした、地域市民の活発な交流の拠点とし
　て整備。
・整備場所については、新市庁舎建設に伴い空くことになる堀金総合支所
　内の一部、また堀金保育園の跡地など候補地はいくつかあるが、既存施
　設利用、もしくは新設も含め必要な施設規模と機能を、今後の状況を的
　確に判断し、決定することが重要と思われる。

5．�明科交流学習センター

・明科地域では、「子どもと大人の交流学習施設」において、他地域で整
　備される交流学習センターが目指す市民活動がすでに展開されており、
　今後は、この施設の活用をさらに充実することが求められると思われる。 0
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中
部
・
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

給
食
セ
ン
タ
�
の
建
設
が
始
ま
る

安
曇
野
市
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
（
豊
科
南
穂
高
）
と
南
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
（
三
郷
明
盛
）
建
設
工

事
の
起
工
式
が
１１
月
１３
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
出
席
し
た
平
林
市
長
は
「
最

新
の
設
備
で
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全

で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
安
曇
野
の
子
ど

も
た
ち
が
安
心
・
安
全
な
給
食
で
心

身
と
も
に
健
康
に
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

両
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
衛
生

面
に
配
慮
し
た
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

ほ
か
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し

た
給
食
（
３０
食
）
を
調
理
す
る
専
用

室
も
設
置
さ
れ
ま
す
。
来
年
７
月
に

完
成
す
る
予
定
で
、
８
月
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

建
設
地
は
、
中
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
豊
科
北
小
学
校
北
側
に
、
南

部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
、
三
郷
小

学
校
の
南
側
に
な
り
ま
す
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、

豊
科
・
三
郷
・
明
科
地
域
に
そ
れ
ぞ

れ
あ
る
給
食
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し

た
た
め
合
併
前
か
ら
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
建
設
費
や
運
営
コ
ス
ト
な

ど
、
多
角
的
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

３
つ
の
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
建
て
替
え

る
の
で
は
な
く
、
市
内
２
カ
所
に
建

設
す
る
計
画
に
決
ま
り
ま
し
た
。

■中部学校給食センター概要

・鉄骨２階建て(延床面積…1951.47平方㍍)

・豊科・明科地域の小・中学校７校分（2,500食）

を提供

■南部学校給食センター概要

・鉄骨２階建て(延床面積…1793.05平方㍍)

・三郷地域の小中学校２校分と豊科地域の小学校

１校分（2,500食）を提供

　教育委員会は、市内１７小・中学校の通学路の危険箇所などを掲
載した ｢通学路安全マップ｣ を作成し、各学校・総合支所などに配
布しました。
学校をはじめ家庭、地域で子どもを守るために作成し、各学校ご
との通学路を中心に「不審者が出没しやすい場所」や「交通量が
多い道路」、「子どもを守る安心の家」などを掲載しています。
　個人や団体は、教育委員会で閲覧できます。

子どもを守るために通学路安全マップを作成

中部学校給食センター完成予想図 南部学校給食センター完成予想図

消
費
者 身近な例を知って消費者被害防止 ～困ったら、すぐ相談～

　悪質な業者が巧妙な手口で、高齢者などを狙って
高額の現金をだまし取る悪質商法の被害を防止する
ため、市では、消費生活相談員である望月弘充さん
が講師を務める「消費者の被害予防出前講座」を開
催しています。１１月２０日には、耳塚老人クラブの
皆さん約３０人が穂高老人保健センターで受講しまし
た。望月さんは、市内で実際に起きた事例やだまさ
れないための注意点、クーリング・オフ制度などを
紹介し、おかしいと思ったら、県や市の窓口に相談
をしてくださいと呼び掛けていました。出前講座のご希望は市民環境部環境課(Tel82・3131)まで

農　　業 安曇野の特性を生かした産地づくりへ

　安曇野市水田農業推進協議会設立総会が１１月１５
日、三郷公民館で開かれました。協議会は、ＪＡ・
農業者・消費者・農業関係団体などで構成され、安
曇野の特徴を生かした産地づくりに向け、地域・農
家・関係機関が一体となって取り組みます。この日
は、「新たな需給調整システムに向けた体制整備」
「生産目標数量の配分ルールの設定」「水田農業構
造改革交付金の制度設計」などの事業計画を承認し
たほか、国が進める新たな需給調整システムに関す
る概要の説明も行われました。 安曇野の米づくり。そのあるべき姿について検討する

行政委員会 教育委員会と固定資産評価審査委員会　新委員紹介
　任期に満了に伴う教育委員と固定資産評価審査委
員の人事案が１０月１３日に行われた臨時議会に提出
され、それぞれ議会の同意を得て決まりました。
　教育委員は、川名洪良氏が退任し、新たに益子光
麿氏が選任しました。任期は、平成２２年１１月８日
までの４年間です。
　固定資産評価審査委員は、小穴桓司氏が再任され
ました。任期は、平成２１年１１月８日までの３年間
です。
　また、監査委員の轟孝三氏が１１月３０日付けで退
任されました。

教育委員

益子光麿氏
(新任)

小穴桓司氏
(再任)

固定資産評価審査委員

かわ な こうりょう

お あなかんじ

とどろくたかぞう

ます こみつ

まろ
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　安曇野少年野球交流大会（豊科野球クラ
ブ保護者会主催）が１１月１２日、豊科県民グ
ラウンドと豊科北中学校グラウンドで行われま
した。
　同大会は、市内の中学校をはじめ、新潟、
富山、山梨県などから８チームが参加して、
トーナメント方式で行われました。１・２年生
が中心となった新チームの実力を試すとともに、
来シーズンに向けて技術を磨く機会として、
選手たちは、全力で白球を追いかけ、熱戦
を繰り広げました。

　ふるさとの魅力を３０秒のＣＭで伝える「ふる
さとＣＭ大賞」（長野朝日放送主催）の最終審
査会が１２月３日、長野市内で行われました。
　この日は、県内市町村から応募のあった９３
作品の中から一次審査を通過した３４作品の
審査が行われました。安曇野市のあづみのビ
デオクラブが制作し、安曇野産たまねぎのおい
しさをコミカルに描いた「安曇野産たまねぎと韓
国ドラマ」が大賞に選ばれました（写真）。また、
素人劇団押野一座の作品も上映され、それぞ
れ安曇野をアピールしました。この模様は、１月８
日（火）午後３時３０分から放送されます。

安曇野のたまねぎでＣＭ大賞を受賞
12/３� 第6回ふるさとCM大賞NAGANO

　１１月下旬から市内は、徐々に冬の装いを
始めました。
　国営アルプスあづみの公園のイベント「森
の光物語」が１２月８日から始まり、冬の夜を
彩る約２０万球のイルミネーションに、公園を
訪れた親子連れなどが酔いしれました。
　また、冬の使者ハクチョウたちが今年も飛
来し、２３回目の冬を過ごしています。７月の
豪雨災害の影響が心配されましたが多くの
ハクチョウがやって来ています。
　りんごの晩成種「ふじ」の出荷が最盛期
を迎えた１１月下旬、三郷のＪＡあづみ果実
中央選果所では、選果と箱詰め作業が行
われていました。箱詰めされたりんごは、関東、
関西、遠くは九州に向けて出荷されました。
　安曇野の冬は、さまざまな表情を見せて
います。

本格的な冬を迎える安曇野
市内の冬の装い

　今年の５月に碌山美術館などを中心に撮影が行
われたドラマ「碌山の恋」（ＴＢＳ系）が２月３日（土）
午後２時から全国放映されることが決まりました。
　ドラマは、史実をヒントにしたフィクションで、
日本の近代彫刻のパイオニアといわれる芸術家・
荻原碌山の傑作「女」が誕生するまでの、碌山と
相馬黒光の純愛の物語を描いています。また、日
本の原風景といわれる安曇野の美しい四季折々の
風景も登場します。演出・脚本は、大町市出身の
合津直枝さんが担当し、碌山役を若手俳優の平山
広行さん、黒光役を水野美紀さんが演じます。

安曇野が生んだ芸術家・荻原碌山の純愛物語
2/３� 放送予定ドラマ「碌山の恋」

12/３� 安曇野市人権啓発講演会

　人権啓発講演会（安曇野市・松本地域人権啓
発活動ネットワーク協議会主催）が１２月３日、豊科
公民館で行われました。
　この日は、「松本サリン事件」から学ぶと題し、事
件当時、犯人のように扱われ、さまざまな被害を受
けた河野義行さんが講演をしました。河野さんは、
自身や家族などが受けた報道被害や自白の強要な
ど警察捜査の問題点などを話し、「まだ何もはっきり
しないうちに、自分だけでなく、家族や自分にかか
わる人たちも排除しようする世の中はおかしい」と話
しました。会場には、約４００人が訪れ、河野さんの
話に、メモを取るなど熱心に耳を傾けていました。

「松本サリン事件」から学ぶ

春に向け、自分たちの実力を試す
11/12� 安曇野少年野球交流大会

　自転車のクロスカントリーといわれるシ
クロクロスミーティング第３戦安曇野大会
が１１月２３日、明科・自然体験交流センタ
ー「せせらぎ」特設コースで行われました。
　この日は、県内外の小学生から大人まで
約８０人が参加し、未舗装の道路や田んぼ、
人工障害物など、変化に富んだ約３.１㌔の
コースを選手たちは、疾走しました。大会
は、実力別・年齢別に分かれ、決められた
時間内にコースを何周できるかを競い合う
もので、選手たちは仲間や家族の声援を受
けながら、レースに臨んでいました。

変化に富んだコースを楽しむ
11/23� シクロクロスミーティング安曇野大会

※ロング・インタビューは、紙面構成の都合により休載します。
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田
淵
行
男
記
念
館　

企
画
展

｢
山
を
う
た
う
〜
詩
×
写
真
×
田
淵
行
男｣

展

｢

山
・
里
・
花
・
蝶｣

を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
田
淵
行
男
の
詩
の
世
界
に
着

目
し
て
、
山
岳
写
真
・
生
態
写
真
と

と
も
に
構
成
し
ま
す
。

■
会
期　

３
月
４
日
（
日
）
ま
で

■
会
場　

田
淵
行
男
記
念
館

■
観
覧
料　

　

個
人
：
大
人
３
０
０
円
・
小
人

２
０
０
円
、
団
体
：
大
人
２
０
０

円
・
小
人
１
０
０
円

■
展
示
説
明
会　

　

毎
月
第
３
日
曜
日

　

午
後
１
時
３０
分
か
ら

■
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末

年
始
（
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日)

■
問
い
合
わ
せ　

田
淵
行
男
記
念
館

（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

生
き
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　

不
思
議
に
思
わ
れ
る

生
き
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　

悲
し
く
思
わ
れ
る

生
き
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　

う
れ
し
く
思
わ
れ
る

(

山
頂
の
朝)

田
淵
が
生
涯
を
さ
さ
げ
て
作
り
上

げ
た
作
品
集
は
、
ど
れ
も
こ
だ
わ
り

に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品

集
を
語
る
上
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

そ
の
心
情
を
雄
大
な
自
然
や
小
さ
な

動
植
物
に
託
し
吐
露
し
て
い
る
こ
と

と
い
え
ま
す
。
あ
る
時
は
、
八
ヶ
岳

や
浅
間
山
の
豊
か
な
山
ろ
く
の
楽
し

み
を
和
や
か
に
歌
い
上
げ
、
ま
た
あ

る
時
は
、
開
発
の
進
む
安
曇
野
の
自

然
に
向
か
い
哀
惜
を
持
っ
て
静
か
に

祈
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
彼
の
写
真
作

品
か
ら
切
り
離
せ
ぬ
要
素
で
あ
り
、

作
品
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
手

掛
か
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
詩
性
に

魅
せ
ら
れ
る
人
も
多
く
、
作
家
独
自

の
世
界
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
、
田
淵
の
視
点
か

ら
見
つ
め
た
自
然
界
の
魅
力
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、
常
設
展

示
さ
れ
て
い
な
い
宮
芳
平
、
奥
村
光

正
の
作
品
な
ど
を
公
開
す
る
「
収
蔵

品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
特
に
奥
村

光
正
作
品
の
展
示
は
、
平
成
１７
年
の

「
あ
な
た
の
町
の
奥
村
光
正
展
」
以

来
で
、
安
曇
野
市
誕
生
後
初
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　

１
月
５
日（
金
）〜
３
月
１１
日（
日
）

■
会
場　

豊
科
近
代
美
術
館　

２
階

　

企
画
展
示
室

■
入
館
料　

一
般
５
０
０
円
・
大
高

生
３
０
０
円
・
中
小
生
１
５
０
円

（
常
設
展
・
バ
ラ
の
花
写
真
展
を
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ　

安
曇
野
市
豊
科
近

代
美
術
館
（
℡
７３
・
５
６
３
８
）

企画展

豊
科
郷
土
博
物
館

白
鳥
写
真
教
室
（
初
心
者
向
け
）

講　座

展覧会

豊
科
郷
土
博
物
館 

友
の
会

第
32
回 

押
絵
展

展覧会

豊
科
近
代
美
術
館

収
蔵
品
展
を
開
催　

安
曇
野
の
冬
を
代
表
す
る
風
物
詩

と
な
っ
た
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
越
冬
も
、

２３
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、

初
飛
来
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら
毎
年
開
催

し
て
い
る
「
白
鳥
写
真
展
」
へ
の
出

品
を
前
提
と
し
て
、
初
心
者
向
け
の

写
真
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
穂
高
柏
原
出
身
で
ハ
ク

チ
ョ
ウ
を
２０
年
間
見
つ
め
続
け
て
い

る
中
島
泰
樹
さ
ん
を
講
師
に
、
野
鳥

の
生
態
観
察
会
と
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
写

真
教
室
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に

野
鳥
観
察
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

２
月
３
日
（
土
）

■
会
場　

豊
科
田
沢
白
鳥
湖
周
辺
・

明
科
御
宝
田･

穂
高
狐
島
（
復
旧

工
事
の
進
展
と
ハ
ク
チ
ョ
ウ
飛
来

地
に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
日
程　

豊
科
郷
土
博
物
館
（
集

合
・
午
前
６
時
３０
分
）
〜
市
内
ハ

ク
チ
ョ
ウ
飛
来
地
〜
田
淵
行
男
記

念
館
（
見
学
）
〜
豊
科
郷
土
博
物

館
（
講
評･

解
説
の
後
、
正
午
に

解
散
）　

■
講
師　

中
島

泰
樹
さ
ん
（
日
本

自
然
科
学
写
真
協
会
会
員
・
日
本

野
鳥
の
会
会
員
）

■
対
象　

一
般
（
初
心
者
向
け
・
当

館
で
の
白
鳥
写
真
展
へ
の
出
品
を

前
提
と
す
る
）

■
参
加
費　

１
、５
０
０
円（
バ
ス
代
・

講
座
料
・
入
館
料
・
保
険
代
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
・
雨
具
・
カ
メ

ラ
（
機
種
不
問
）
・
筆
記
用
具
・

防
寒
具
な
ど

■
申
し
込
み　

１
月
１０
日
（
水
）
か

ら
２１
日
（
日
）
ま
で
に
、
郷
土
博

物
館
窓
口
に
て
参
加
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

豊
科
郷
土
博
物
館

（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
友
の
会

押
絵
部
に
よ
る
「
第
３２
回
押
絵
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

押
絵
は
布
細
工
の
一
種
で
、
布
の

芸
術
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
花
鳥
や
人

物
な
ど
、
ほ
ん
の
小
さ
な
布
切
れ
が

織
り
成
す
世
界
は
、
創
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

今
回
は
、｢

子
ど
も｣

を
テ
ー
マ
と

し
て
、
子
ど
も
の
遊
び
や
し
ぐ
さ
を

か
わ
い
ら
し
い
押
絵
で
表
現
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１９
年
の
干
支
で
あ
る
イ

ノ
シ
シ
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
や
、

正
月
ら
し
い
羽
子
板
の
作
品
、
お
よ

そ
６０
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
会
期　

１
月
７
日（
日
）〜
２１
日（
日
）

■
会
場　

豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料　

大
人
１
０
０（
８０
）
円
・

小
中
学
生
５０
（
４０
）円（
カ
ッ
コ
内

は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金
）

■
休
館
日

　

１
月
９
日
（
火
）・
１５
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

豊
科
郷
土
博
物
館

（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

写真：

田淵行男撮影

「午後の山　三ツ岳」

1966

美術館では

「第４回バラの花写真展」

開催中！

え　

と

安曇野市教育委員会

lifelong
learning news
No.14

　日常当たり前だと思っていること
について深く考えたことがあります
か。題名から連想する哲学は、やや
もすると難解なことをイメージしま
す。ところが、私たちが当たり前だ
と思っていることが本当はどうなの
かを具体例を挙げて掘り下げ、平易
な表現で説いています。人生では、
自分で考えて知るということはとて
も大切だと思います。この本はその
きっかけを与えてくれます。何かを
もっと知りたいという強い気持ちに
なれる本です。

紹介する人

岡庭 賢二さん（明科七貴）

おすすめの一冊

14歳からの哲学 池田晶子
著

おかにわ じけん

と　

ろ
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ワ
イ
ン
は
世
界
中
の
人
々
に
親
し

ま
れ
、
国
産
ワ
イ
ン
の
人
気
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
ど
れ
を

選
ん
で
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

声
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
講
座
で
は
、
ラ
ベ
ル

の
見
方
や
料
理
と
の
相
性
、
ワ
イ
ン

の
歴
史
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
基
礎
知
識
を
知
っ
て
食
生

活
を
よ
り
豊
か
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程　

２
月
１
日（
木
）・
８
日（
木
）

・
１５
日
（
木
）（
全
３
回
）

■
時
間

　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
３０
分

■
場
所　

穂
高
会
館　

第
２
会
議
室

■
対
象　

市
内
在
住
の
成
人

■
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

西
牧
穂
高
さ
ん
（
日
本

ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定
ワ
イ
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
塩
尻
志
学
館
教
諭
）

■
受
講
料　

６
０
０
円

■
申
し
込
み
受
付　

１
月
１０
日
（
水
）

〜
２４
日
（
水
）
ま
で
に
、
穂
高
教

育
課
窓
口
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に

記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

穂
高
会
館
内
穂
高

教
育
課　

生
涯
学
習
係
（
℡
８２
・

５
９
７
０
）

運
動
不
足
の
解
消
と
１
年
の
健
康

を
願
っ
て
、
年
の
初
め
か
ら
体
を
動

か
し
ま
せ
ん
か
。
澄
ん
だ
空
気
の
中
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
た
り
、
走
っ

た
り
。
運
動
後
に
は
、
温
か
い
と
ん

汁
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

１
月
１
日　

午
後
１
時
〜

■
集
合　

三
郷
公
民
館
前

■
コ
�
ス　

二
木
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
（
約
２
・
５
キ
ロ
）

■
そ
の
他　

申
し
込
み
不
要
。
当
日

時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

三
郷
公
民
館

　

（
℡
７７
・
２
１
０
９
）

初
歩
的
な
パ
ー
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
を

ゆ
っ
く
り
な
ペ
ー
ス
で
繰
り
返
し
レ

ッ
ス
ン
。
誰
で
も
短
期
間
で
踊
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
対
象　

年
齢
・
住
所
問
わ
ず
１５
人

■
日
時　

１
月
１６
日
（
火
）
か
ら
毎

週
火
曜
日
（
全
１０
回
）

■
時
間

　

午
後
７
時
３０
分
〜
午
後
９
時

■
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交

流
学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」

■
講
師　

島
岡　

多
恵
子
さ
ん

■
受
講
料　

１
回　

１
、
０
０
０
円

■
持
ち
物　

上
履
き
（
運
動
靴
）　

■
申
し
込
み
方
法

　

１
月
１２
日
（
金
）（
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
、
月
曜
日
を
除
く
）

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先

着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
�
問
い
合
わ
せ

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習

施
設
「
ひ
ま
わ
り
」

（
℡
６２
・
２
０
０
１
）

今
回
は
中
国
政
府
公
認
の
医
療
気

功
「
導
引
養
生
功
」
の
古
導
引
八
段

錦
を
取
り
上
げ
ま
す
。
名
前
は
複
雑

で
す
が
、
気
軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。

気
の
流
れ
と
姿
勢
、
呼
吸
、
心
を
一

体
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
動
き
ま
す
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
で
き
、
全

身
の
緊
張
を
和
ら
げ
自
然
治
癒
力
を

高
め
ま
す
。

■
日
時　

１
月
３１
日
・
２
月
７
日
・

１４

・
２１
日
の
い
ず
れ
も
水
曜
日
、

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時（
全
４
回
）

■
場
所　

三
郷
公
民
館
講
堂

■
講
師　

植
野
和
子
さ
ん（
全
日
本

導
引
養
生
功
連
盟
公
認
普
及
員)

■
定
員　

先
着
３０
人

■
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

■
持
ち
物　

上
履
き（
運
動
靴
）

■
そ
の
他　

あ
ら
た
め
て
通
知
等
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
申
込
者
は
、

当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

１
月
２４
日
（
水
）

ま
で
に
三
郷
公
民
館
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

三
郷
公
民
館

　

（
℡
７７
・
２
１
０
９
）

豊
科
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
で
は

「
マ
レ
ッ
ト
わ
い
わ
い
楽
習
塾
」
と

し
て
、
２
つ
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

冬
の
ひ
と
と
き
、
料
理
や
健
康
づ
く

り
を
心
豊
か
に
楽
習
し
ま
せ
ん
か
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

１
月
１２
日
（
金
）
ま
で
に
豊
科
教

育
課
生
涯
学
習

男
性
の
た
め
の

簡
単
ら
く
ら
く
料
理
教
室

手
軽
な
料
理
方
法
を
学
び
、
交
流

の
輪
を
広
げ
、
仲
間
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

１
月
〜
３
月
（
５
回
）

　

１
月
１７
日（
水
）・
２
月
２
日（
金
）・

２７
日（
火
）・
３
月
６
日（
火
）・
２３

日（
金
）　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

１０
時
〜
正
午

■
場
所　

豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ぬ
ぐ
い

■
講
師　

小
川
智
子
さ
ん
（
保
健

セ
ン
タ
ー
栄
養
士
）

■
定
員　

男
性
２０
人

■
受
講
料　

無
料
（
材
料
費
は
必
要

に
応
じ
て
徴
収
し
ま
す
）

楽
し
く
健
康
づ
く
り

健
康
楽
動
倶
楽
部

歩
い
た
り
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
楽
し
く
健

康
づ
く
り
を
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
〜
３
月（
１０
回
）

※
第
１
回
は
１
月
１５
日（
月
）の
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時

■
場
所　

豊
科
武
道
館
剣
道
場

■
持
ち
物　

上
履
き（
運
動
靴
）、
タ

オ
ル

■
講
師　

横
川
修
子
さ
ん
（
市
体

育
指
導
委
員
）

■
そ
の
他　

定
員
は
３０
人
で
、
受
講

料
は
無
料
（
教
材
費
は
必
要
に
応

じ
て
徴
収
し
ま
す
）

穂
高
公
民
館　

成
人
講
座

ワ
イ
ン
基
礎
知
識
講
座

講　座講　座

三
郷
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー

導
引
養
生
功
教
室

講　座

ひ
ま
わ
り
塾

社
交
ダ
ン
ス
講
座

初
心
者
コ
ー
ス

ど
う
い
ん
は
ち
だ
ん

こ

ど
う
い
ん
よ
う
じ
ょ
う
こ
う

き
ん

健康
づくり

第
2
回
安
曇
野
市
三
郷

元
日
健
康
づ
く
り
の
集
い

講　座

豊
科
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会

マ
レ
ッ
ト
わ
い
わ
い
楽
習
塾

（
℡
７２
・
２
１
５

８
）
へ
。

日

ドキドキ・ワクワクお話の世界

１月の おはなし
図書館

豊科 おはなしたんぽぽ 
豊科公民館和室
 (Tel.72・2158)

 １９日（金）１６：３０～ 

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室
 (Tel.84・0111)


 ２０日（土）１０：３０～（幼児対象）
 　 　　  １１：２０～（５歳以上対象）
          　　　　＊大人も楽しめます。  

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室
(Tel.77・2109)

 １３日（土）１０：００～（幼児・小学生対象）

堀金 おはなしのへや 
堀金図書館児童コーナー
(Tel.72・5796)

１０日（水）１１：００～（幼児対象）
 １７日（水）１５：３０～（小学生対象）  
    　　　 １６：００～（保育園児対象）
  
明科 おはなしの会
明科図書館おはなしコーナー
(Tel.62・1122)

 １０日（水）・２４日（水） １１：００～（幼児対象）
 　　　　　　　　  １５：００～（小学生対象）
１７日（水）・３１日（水） １１：００～（幼児対象）
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三郷保健センター（TEL77・9111）   　　  穂高保健センター（TEL81・0711）  　　 豊科保健センター（TEL72・9970）

健
　
康
Ｈｅａｌｔｈ明科保健センター（TEL81・2941）　　    堀金保健センター（TEL73・5770）

福
　
祉

Welfare

介
護
予
防
と
い
う
視
点

松島 久美 �さん（穂高有明）

まつ��しま ひさ ����み�

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
は
、介
護
予
防

と
生
活
習
慣
病
予
防
の
両
方
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
脳
血
管
疾
患
な
ど
の「
生
活

習
慣
病
予
防
」が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す（
す
で
に
治
療
や
指
導
が
必
要
な
人
は

医
師
等
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）。

　
加
え
て
、「
介
護
予
防
」に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば「
物
を
か
む
力
を
維
持
し

た
り
、義
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
し
て
口
の

健
康
を
保
つ
」
、「
食
べ
物
を
好
き
嫌
い
な
く

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、体
力
を
保
つ
」、「
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
１
日
１
回

は
近
所
へ
散
歩
に
出
掛
け
る
」、「
物
忘
れ
防

止
の
た
め
に
週
２
回
は
自
分
で
買
い
物
に
出

掛
け
る
」な
ど
で
す
。

　
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、体
力
や
健
康
状
態

の
個
人
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
人
と
比

べ
ず
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
１８
年
度
の
基
本
健
康
診
査
の
中
で
、

６５
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
は
「
健
康
の
お
た

ず
ね
」
な
ど
含
め
た
「
生
活
機
能
評
価
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
「
介
護
予
防
が
必
要
」
と
さ
れ

た
人
に
は
、市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
保
健
師
が
個
別
に
お
伺
い
し
ま
す
。　

　
現
在
は
、積
極
的
な
介
護
予
防
が
必
要
な

い
と
さ
れ
た
人
は
、
地
域
で
実
施
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
の
参
加
を
お
す
す
め
し

ま
す
。い
ず
れ
も
支
所
健
康
福
祉
課
や
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
を
利
用
す
る
人
は
、年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
安
曇
野
市
で
も
要
介
護
認
定

者
数
が
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
高
齢
者
の
多
く
は
健
康
的
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
が
、加
齢
に
よ
り
心
身
の
衰
え
も
少
し

ず
つ
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
は
、病
気
だ
け

で
は
な
く
「
生
活
機
能
の
低
下
」
も
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
２
）

　
生
活
機
能
の
低
下
と
は
、日
常
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
な
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

「
も
う
年
だ
か
ら
」「
お
っ
く
う
だ
か
ら
」と
使

わ
な
い
で
い
る
と
老
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
し

ま
い
ま
す
。こ
の
た
め
市
で
は
、生
活
機
能
の
低

下
を
防
ぐ
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
老
化
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、日
常
生
活
に

必
要
な
機
能
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で

あ
る
程
度
の
維
持
･
向
上
が
可
能
で
す
。

生
活
機
能
低
下
を
防
ぐ

生
活
習
慣
病
予
防
と
両
輪

地
域
活
動
も
お
す
す
め

み
ん
な
と
、
週
１
回

運
動
を
し
て
い
ま
す
。

 5月から公民館で行われている「お元気会」

へ参加しています。誰でもできる簡単な運動

やレクリエーションが週に一度、1時間ほど

行われており、無理なく参加しています。

 この3カ月は皆勤しました。みんなで楽し

くやれるのが良いところだと思います。 始

めてから腰の痛みがだいぶ和らいできました。

ひざが痛くて正座ができなかったのに、でき

るようになった人もいます。これから寒くな

りますが、家ではなかなかできないことなので、

続けたいと思います。

豊科
95人
33％

穂高
96人
34％

三郷
36人
13％

堀金
24人
8％

明科
34人
12％

グラフ1　市の介護保険新規申請者数
　　　　　　　　　　　（平成18年4～8月）

認知症
65人
22％

関節疾患
63人
22％

脳血管疾患
52人
18％

悪性新生物
22人
8％
老化
25人
9％

呼吸器疾患
5人
2％

その他
53人
19％

グラフ2　介護保険新規申請者の主な原因疾患
　　　　　　　　　　　（平成18年4～8月）

要介護５
要介護４
要介護３
要介護２
要介護１
経過的要介護
要支援2
要支援１

（単位：人）

500人

1,000人

1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

3,500人

0人

グラフ3　要介護認定者数の推移

255 173 51
177

64

785

707

603

605

543

967

654

491

563

510

605

409

337

332

268

病
 院
 ・
 医
 院

歯
科
医

村上医院

８２－２１０３[穂高]

楢本内科医院

７３－０６１６[豊科]

木暮医院

７７－２１１９[三郷]

みずほ歯科医院

７７－７１１１[三郷]

穂高病院

８２－２４７４[穂高]

中田医院

８２－２３３９[穂高]

岡村耳鼻咽喉科医院

７２－２１０２[豊科]

佐野歯科クリニック

８２－２０７３[穂高]

村上医院

８２－２１０３[穂高]

須澤クリニック

８２－２９９３[穂高]

丸山内科クリニック

７２－６１８８[豊科]

天野歯科医院

７３－４１８２[豊科]

宮沢医院

６２－２０５２[明科]

前角整形外科医院

８２－１４７８[穂高]

こうの内科循環器科

７１-５８８１[豊科]

林歯科医院

６２－２４０３[明科]

平林医院

６２－２２２７[明科]

高橋医院

８２－２５６１[穂高]

中島整形外科

７２－３５４３[豊科]

矢島歯科医院

７２－２１６３[豊科]

 古川医院

８２－４３８５[穂高]

石田医院

７２－２７６６[豊科]

鶴見医院

７２－４５００[豊科]

丸山歯科医院

８２－７５０５[穂高]

百瀬医院

８２－２２０５[穂高]

根津内科医院

８２－８３８２[穂高]

赤津整形外科クリニック

７６－３１３３[三郷]

下條歯科医院

７２－７４３３[堀金]

清沢医院

８２－７６００[穂高]

ふじもり医院

７２－２０１１[豊科]

たかはしクリニック

７７－７８８０[三郷]

笠原歯科医院

７２－２１０８[豊科]

14○日 21○日 28○日1○祝 2○火 3○水 7○日 8○祝

2,206

3,358

3,535

平成12年度末
現在

平成18年
１月27日現在

平成18年
9月30日現在

51
177

64
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市
で
は
、
次
の
日
程
で
土
地
利
用

に
関
す
る
地
域
別
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
懇
談
会
で
は
、
土
地
利

用
構
想
調
査
専
門
委
員
会
・
市
民
検

討
委
員
会
の
検
討
内
容
や
１０
月
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
を

し
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

土
地
利
用
に
関
す
る

地
域
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
安
曇
野
市
消
防
団
で
は
１
月
７
日

（
日
）午
後
１
時
か
ら
穂
高
会
館
に
て

平
成
１９
年
安
曇
野
市
消
防
団
出
初
式

を
行
い
ま
す
。

 
当
日
は
第
１
部
「
式
典
」、
第
２
部

「
服
装
点
検
」「
機
械
器
具
点
検
」「
分

列
行
進
」
を
行
い
ま
す
。

 
第
２
部
の
分
列
行
進
は
午
後
３
時

ご
ろ
か
ら
午
後
４
時
こ
ろ
ま
で
分
列

行
進
コ
ー
ス
（
下
図
）
を
音
楽
喇
叭
隊

の
吹
奏
に
合
わ
せ
て
約
９
０
０
人
の
団

員
と
２０
台
の
消
防
車
両
が
行
進
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
年
に
１
度
の
出
初
式
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 
な
お
、
こ
の
時
間
帯
、
周
辺
道
路

は
分
列
行
進
に
伴
い
、
車
両
の
通
行

を
規
制
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
防
災
交
通
課
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

安
曇
野
市
消
防
団
出
初
式

フ
ッ
化
物
洗
口
勉
強
会

 
市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
出
産
費
用
を
支
払
う
皆
さ
ん
の
医
療

機
関
等
窓
口
で
の
負
担
を
軽
減
の
た
め

に
、
１２
月
か
ら
「
出
産
育
児
一
時
金
受

取
代
理
」
の
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま

し
た
。

 
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
事
前
に
申
請

を
す
る
と
市
は
直
接
、
医
療
機
関
へ
出

産
育
児
一
時
金
（
３５
万
円
）
を
支
払
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
は
３５
万
円
を
超
え

た
金
額
を
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
従
来
の
支
払
い
方

法
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
対
象
　
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

　
し
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受

　
け
る
見
込
み
が
あ
り
、
出
産
予
定
日

　
ま
で
１
カ
月
以
内
の
人
。
た
だ
し
、

　
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
総
合
支

　
所
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法
　
出
産
予
定
日
ま
で
の
１

　
カ
月
以
内
の
期
間
に
、
申
請
書
を
市

　
か
ら
取
得
し
、
出
産
を
予
定
す
る
病

　
院
等
に
持
参
し
て
、
同
意
を
得
た
後
、

　
必
要
事
項
を
記
入
し
て
市
に
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
支
払
方
法
　
出
産
す
る
病
院
か
ら
送

　
付
さ
れ
た
請
求
書
の
請
求
額
に
応
じ
、

　
払
い
ま
す
。

▼
請
求
額
が
３５
万
円
を
超
え
る
と
き

 
市
か
ら
直
接
病
院
に
３５
万
円
を
支
払

　
い
ま
す
。
請
求
額
の
３５
万
円
を
超
え

　
た
額
を
被
保
険
者
は
、
病
院
で
払
う

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
請
求
額
が
35
万
円
未
満
の
と
き

 
請
求
額
を
市
か
ら
直
接
病
院
等
に
支

　
払
い
、
３５
万
円
か
ら
請
求
額
を
差
し

　
引
い
た
額
を
被
保
険
者
に
支
払
い
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
安
曇
野
市
国
民
健
康
被
保
険
者
証

・
母
子
手
帳
そ
の
他
出
産
予
定
日
が
わ

　
か
る
書
類

・
認
め
印

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
総
合
支
所
内
市

　
民
環
境
部
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　（
℡
８２
・
３
１
３
１
）
ま
た
は
各
総
合

　
支
所
市
民
環
境
課
市
民
係

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
制
度

勤労者互助会・加入者の募集

■入会金・月会費（一人当たり）

 ・入会金　３００円
 ・月会費　３５０円
※事業主の負担になります。また、損金として計上できます。
■主な事業内容

 ・共済給付事業

　 結婚祝金・出生祝金・傷病見舞金・勤続祝金・死亡
　　弔慰金など
 ・厚生事業

　 各種提携施設等の割引、人間ドック補助、余暇活動
　　支援事業など
 ・生活資金保証料補給事業

　　長野県労働金庫の生活資金融資の利用に対し、保証
　　料の一部を補給します
■問い合わせ　
　　三郷総合支所内
　　安曇野市勤労者互助会事務局（℡７７・３１１１）

　安曇野市勤労者互助会では、会員を募集しています。加
入できる事業所は、市内の従業員数が３００人以下の事業所
です。未加入の事業主の皆さんは、この機会に事業所の福
利厚生制度を充実させてはいかがでしょうか。

　ヤングハローワーク松本では、管内企業の技術者を中心
とした人材確保対策と学生の郷土企業研究の場として、理
工系学生を対象とした合同企業説明会を開催します。

国道１４７号

穂
高
神
社

至�豊科 至�松川村

旧道

穂高郵便局

穂�高�会�館
出初式会場

穂高消防署

日時：１月７日（日）
        午後３時ごろから

→→

↓ ← ←

↑

↑
↑

JR大糸線
穂高駅

理工系学生対象

合同企業説明会ｉｎ松本

■日   時　１月４日（木）　午後１時～５時
 　　　　　 （午後１２時３０分から受付）
■場   所　ホテルブエナビスタ３階
■対 象 者　平成２０年３月理工系大学等卒業予定者
 　　　　　　理工系大学等１・２年生
 　　　　　　上記の学生の家族
■問い合わせ　ヤングハローワーク松本（℡３１・８６００）

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
化
物

洗
口
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時
　
１
月
１８
日
（
木
）

　
 
 
 
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

■
場
所
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
安
曇
野
市
歯
科
医
師
会
の

　
先
生
に
よ
る
講
義

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

　
タ
ー
内
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

　（
℡
８１
・
０
７
２
６
）

ら
っ
ぱ

分
列
行
進
コ
ー
ス

Check

Check

豊科ふれあいホール

三 郷 公 民 館 講 堂

明 科 公 民 館 講 堂

穂 高 会 館 講 堂

堀 金 総 合 体 育 館
サ ブ ア リ ー ナ

穂 高 会 館 講 堂

2月 3 日（土）　
午前10時～

2月 3 日（土）　
午後  2時～

2月 4 日（日）　
午前10時～

2月17日（土） 
午前10時～

2月17日（土） 
午後  2時～

2月18日（日） 
午前10時～

2月18日（日） 
午後  2時～

2月24日（土） 
午前10時～

2月24日（土） 
午後  ２時～

2月25日（日） 
午前10時～

2月25日（日） 
午後  2時～

小倉地区・温地区

明盛地区

有明地区・北穂高地区

全域

穂高地区

柏原地区・牧地区

上鳥羽・下鳥羽・吉野・真々部・
たつみ原・飯田・下飯田・
中曽根・熊倉・アルプス

潮・潮沢・木戸・上生野・
塩川原・荻原・南陸郷

豊  科

三  郷

明  科

穂  高

堀  金

穂  高

地  域 日　　時対　象　地　区 場　　　所

成相・新田・本村・寺所・
踏入・細萱・重柳

徳治郎・田沢・小瀬幅・
大口沢・光・桜坂

大足・宮中・町・明科・光・
上押野・下押野
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介
護
保
険
等
運
営
協
議
会
委
員
を

公
募
し
ま
す

市
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
入
居
者

糖
尿
病
予
防
講
演
会

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
イ
ベ
ン
ト

新
あ
づ
み
の
体
験
～
冬
～

Check
武蔵野市への芸術文化の旅に出掛けませんか

東京都・武蔵野市と旧豊科町との姉妹都市の盟約が結ばれて１９年。「武蔵野市への芸術文化の旅」も今年で２２回
を迎え、毎年市民の皆さんが武蔵野を知る絶好の機会となっています。今年は、『ウィーン放送交響楽団』のオーケス
トラ鑑賞をメインに、武蔵野市内の散策など、１泊２日の旅を計画しました。ぜひ、ご参加ください。
 ■日　　時　２月５日（月）～６日（火）　　　　  　 ■場　　所　東京都武蔵野市
 ■対　　象　市内在住・在勤の人　　　　　　■参��加��費　１６,０００円（６日（火）の昼食は個人負担）
 ■定　　員　２０人（定員を超えた場合は抽選）
 ■申込受付　１月１２日（金）午前９時～午後５時までに電話で豊科総合支所地域支援課へお申し込みください。
　　　　　　　※年末年始１２月２９日（金）～１月３日（水）および土日・祭日は受け付けません。
 ■そ��の��他　詳しい日程などは、後日申し込まれた人に通知します。
 ■申し込み・問い合わせ　豊科総合支所地域支援課（℡７２・３１１１）

 
　
　
　
 ko-kaigohoken@

city.

　
azum

ino.nagano.jp

　
市
で
は
「
糖
尿
病
予
防
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
糖
尿

病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
１
月
２８
日（
日
）

 
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

■
場
所
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　『
糖
尿
病
の
う
そ
・
ほ
ん
と
』

■
講
師
　
相
澤
徹
さ
ん
（
信
州
大
学

　
医
学
部
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

　
タ
ー
内
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　（
℡
８１
・
０
７
２
６
）

　
市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
等
の
円
滑

な
運
営
と
、
中
立
・
公
平
性
を
図
る
た

め
、「
安
曇
野
市
介
護
保
険
等
運
営
協

議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
等
の
質
の
確
保
や
向
上
を
図
る
た
め
に
、

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の

検
証
や
評
価
を
被
保
険
者
の
立
場
か
ら

参
画
し
て
も
ら
え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上

　
の
人

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
２０
年
３

　
月
３１
日
（
年
２
〜
３
回
開
催
予
定
）

■
応
募
方
法
　
１
月
１９
日
（
金
）
ま
で
に
、

　「
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
安

　
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
」

　
を
テ
ー
マ
に
１
，２
０
０
字
程
度
（
書

　
式
自
由
）
の
小
論
文
に
ま
と
め
、
住

　
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
連
絡

　
先
を
記
入
し
て
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

　
ル
に
て
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

　
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
選
考
結

　
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

 
〒
３
９
９
‐
８
３
０
３
　
安
曇
野
市
穂
 

　
高
９
１
８
１
番
地
　
穂
高
健
康
支
援

　
セ
ン
タ
ー
内
　
高
齢
者
介
護
課
介
護

　
保
険
係
　（
℡
８１
・
１
６
３
６
）

Ｅ
メ
ー
ル

　
市
営
住
宅
（
柏
原
団
地
・
一
日
市
場

団
地
・
柳
瀬
団
地
）
と
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
（
追
分
団
地
）
の
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
住
宅

▽
穂
高
・
柏
原
団
地
（
１
戸
）

 
・
間
取
り
　
２
Ｋ
（
平
屋
）

▽
三
郷
・
一
日
市
場
団
地
（
１
戸
）

 
・
間
取
り
　
３
Ｋ
（
２
階
建
て
）

▽
明
科
・
柳
瀬
団
地
（
１
戸
）
 

 
・
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ
（
２
階
建
て
）

▽
穂
高
・
追
分
団
地
（
２
戸
）
　

 
・
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）

■
入
居
開
始
日
　
２
月
１５
日
（
木
）

■
主
な
入
居
資
格
 
安
曇
野
市
に
住

　
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人

　
な
ど

※
詳
細
は
担
当
係
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
　
１２
月
２１
日
（
木
）
か
ら

　
担
当
係
で
入
居
申
込
書
と
募
集
の
詳

　
細
を
記
し
た
入
居
申
込
案
内
を
配
布

　
し
ま
す
。
受
付
期
間
内
に
添
付
書
類

　
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
受
付
期
間（
土
日
・
祝
日
除
く
）

 
１
月
９
日（
火
）〜
１９
日（
金
）

 
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

■
申
込
先︵
担
当
係
︶

 
・
各
総
合
支
所
都
市
計
画
担
当
係

 
・
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

 
 
 
 
 
 
 
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
健
康
教
室

　
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
で
は
、１
月
か
ら
始

ま
る
健
康
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
︵
水
中
健
康
教
室
︶

�
�
火
曜
コ
ー
ス︹
全
１１
回
︺

・
初
回
　
１
月
１６
日（
火
）

・
時
間
　
午
後
１
時
４５
分
〜

・
定
員
　
３５
人

・
受
講
料
　
２
、２
０
０
円

・
使
用
料
（
毎
回
）
６
０
０
円

■
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

�
�
水
曜
コ
ー
ス︹
全
１１
回
︺

・
初
回
　
１
月
１７
日（
水
）

・
時
間
　
午
後
２
時
〜

・
定
員
　
３５
人

・
受
講
料
　
２
、２
０
０
円

・
使
用
料
（
毎
回
）
４
０
０
円

■
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
︵
水
中
健
康
教
室
︶

�
�
金
曜
コ
ー
ス︹
全
11
回
︺

・
初
回
　
１
月
１９
日
（
金
）

・
時
間
　
午
後
１
時
４５
分
〜

・
定
員
　
３５
人

・
受
講
料
　
２
、２
０
０
円

・
使
用
料
（
毎
回
）
６
０
０
円

※
各
教
室
入
浴
料
込
み
で
す
。

■
申
込
方
法
　
１
月
４
日（
木
）か
ら
電

　
話
で
、あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
に
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
年
末
年
始
休
業
は
、
１２
月

　
３０
日
〜
１
月
１
日
で
す
。
な
お
、
１

　
月
３
日（
水
）の
午
後
１
時
３０
分
か
ら

　
先
着
１
０
０
人
に
お
し
る
こ
を
振
る

　
舞
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
（
℡
８２
・
０
２
５
６
）

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
で
は
、

寒
い
冬
で
も
元
気
に
遊
び
、
温
か
い
も
の

を
食
べ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
新
あ
づ

み
の
体
験
〜
冬
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間
　
１
月
６
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
２
月
１２
日
（
月
・
祝
）

■
内
容

・
お
し
る
こ
、
ブ
リ
雑
煮
な
ど
の
振
る

　
舞
い
（
無
料
・
数
量
限
定
）

・
三
九
郎
、
ま
ゆ
玉
作
り
な
ど
の
新
春

　
イ
ベ
ン
ト
（
無
料
・
数
量
限
定
）

・
安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
美
術
館
展

・
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

・
手
作
り
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、
ソ
リ
（
降
雪
時
）

・
冬
芽
の
観
察
、
ア
ニ
マ
ル
ト
ラ
ッ
キ

　
ン
グ
な
ど
の
自
然
観
察
会
　
　

※
詳
し
く
は
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
入
園
料
　
大
人
４
０
０
円

　
　
　
　
　
小
人
８０
円
　
幼
児
無
料

※
団
体
割
引
あ
り

■
開
園
時
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
　

　
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
（
℡
７１
・
５
５

　
１
１
）

　http://w
w
w
.azum

ino.go.jp

工　事　名 工事個所 請負者 請負代金

（単位：円）入札契約結果（平成18年10月分）

宮本教員住宅下水道接続工事

（国補・市単）豊科公共下水道　野田中央枝線第1工区管渠工事

（国補・市単）穂高公共下水道　豊里1工区管渠工事 

（国補・単独）特環公共下水道　新屋14工区管渠工事

（国補・市単）特環公共下水道　嵩下13工区管渠工事

（国補・市単）穂高公共下水道　塚原4-2工区管渠工事 

御宝田水のふるさと公園災害復旧工事

（国補・市単）豊科公共下水道　細萱東幹線第1工区管渠工事 

（国補・市単）豊科公共下水道　細萱北幹線第1工区管渠工事 

（国補・市単）豊科公共下水道　下中曽根幹線第3工区管渠工事 

（国補・市単）特環公共下水道　嵩下14工区管渠工事

（交付金・市単）穂高公共下水道　北穂高幹線第6工区管渠工事 

（国補）穂高公共下水道　烏川水管橋架設（下部工）工事

（国補・市単）特環公共下水道　富田27工区管渠工事

市道有明935号線　現道舗装工事 

市道西穂高230号線　側溝・舗装修繕工事 

道路改良工事

道路改良工事

道路維持事業　市道豊科北部205号線ほか　上下水道舗装本復旧工事 

安曇野市中部学校給食センター建設工事

安曇野市南部学校給食センター建設工事

ふるさと農道緊急整備事業　南部地区

ふるさと農道緊急整備事業　北部地区（重柳）

ふるさと農道緊急整備事業　中部地区（熊倉）

ふるさと農道緊急整備事業　中部地区（本村）

市単市道新設改良事業　市道豊科東部142号線　側溝整備工事 

交通安全施設整備事業　穂高地域安全施設設置（第1期）工事 

明科中川手

豊科光

穂高有明

穂高有明

穂高有明

穂高柏原

明科　御宝田

豊科南穂高

豊科南穂高

豊科高家

穂高有明

穂高北穂高

穂高柏原・牧

穂高有明

穂高有明（古厩）

穂高牧

豊科田沢南原　市道豊科東部91号線

豊科新田　市道豊科中部664号線 

豊科高家　熊倉

豊科南穂高

三郷明盛

豊科高家

豊科南穂高（重柳）

豊科高家（熊倉）

豊科（本村）

豊科光（仁場沢下流）

穂高

明科設備（株）

猿田建設（株）

（株）関組

山　建設（株）

(有)丸正小林建設

（株）大丸組

（株）横内組

（株）山本組

（株）佐原建設

立商工事(有)

（株）赤羽組

信和建設（株）

横山建設（株）

共和興業（株）

(有)丸正小林建設

（株）ハイテム

(有)太田建設

渡辺建設

（株）ワークメイト

戸田・横山建設共同企業体

守谷・山共建設共同企業体

（株）振興建設

(有)藤原興業

（株）ワークメイト

(有)太田建設

渡辺建設

中信測機（株）安曇野営業所

2,572,500

43,890,000

48,510,000

45,150,000

30,660,000

39,900,000

8,715,000

31,185,000

26,250,000

16,695,000

37,569,000

21,525,000

20,370,000

26,250,000

6,300,000

6,510,000

2,520,000

4,200,000

4,830,000

766,500,000

735,000,000

15,540,000

4,305,000

5,670,000

3,675,000

3,990,000

2,982,000
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農
業
所
得
申
告
事
前
相
談
会
を
開
催

　
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

年
が
明
け
る
と
申
告
の
時
期
が
き
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
と
お
り
農
業
所
得
申
告
事

前
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
か
ら

農
業
所
得
申
告
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
更

点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
な
ど
を

整
理
し
て
申
告
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
１１
時

 
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
持
ち
物
　
農
業
関
連
の
通
帳
・
売
上

　
伝
票
・
領
収
証（
レ
シ
ー
ト
）な
ど
農

　
業
の
収
入
と
経
費
が
分
か
る
も
の
・

　
印
鑑
・
筆
記
用
具
・
計
算
機

※
収
支
計
算
で
は
、「
減
価
償
却
費
」
と

　
い
う
経
費
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー

　
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
、
１
年
で
買
い
換
え

　
な
い
よ
う
な
資
産
を
数
年
間
に
渡
っ
て

　
経
費
に
計
上
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
購
入
金
額
や
購
入
日
に
よ
っ
て
は
過
去

　
に
取
得
し
た
も
の
も
経
費
と
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共
同
購
入

　
し
た
も
の
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
領
収
証
な
ど
を
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内
税

　
務
課
市
民
税
担
当（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
内
税
務
係

平成１９年度

市職員（非常勤職員）の募集
市では、４月から勤務していただく市職員（非常勤職員）を次のとおり募集します。

■雇用期間　平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日
■募集職種　下表のとおり　
■募集人数　いずれの職種も若干名
■申込期間　１月４日( 木 )～１月２５日( 木 )　午前８時３０分～午後５時１５分
 　　　　　（土・日および祭日は除く）

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

平
成
１８
年
１０
月
の
開
発
審
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応　募　職　種 資格など 問い合わせ・応募書類提出先 勤務条件・応募方法など

一般事務

電話交換

文書配達

レセプト点検・整理

看護師

介護認定調査

ケアマネジャー

保育士・幼稚園教諭・栄養士

保育（幼稚）園給食調理

保健師・看護師
運動実践指導者・歯科衛生士

学校図書司書

学校事務

図書館司書

施設管理

給食調理

要パソコン技能
（ワード・エクセル）

要経験

要普通運転免許

要経験

要職種資格

福祉経験者

要職種資格

要職種資格

要職種資格

要職種資格

要パソコン技能
（ワード・エクセル）

要職種資格

豊科給食センター（℡ 72・2674）
穂高給食センター（℡ 82・2657）
三郷給食センター（℡ 77・5820）
堀金給食センター（℡ 72・2328）

本庁舎内
総務部人事課（℡ 71・2000）

穂高総合支所内
市民環境部市民課
（℡ 82・3131）
穂高健康支援センター内
健康福祉部高齢者介護課
（℡ 81・1622）
穂高健康支援センター内
健康福祉部児童保育課
（℡ 81・1622）
穂高健康支援センター内
健康福祉部健康推進課
（℡ 81・1622）

明科総合支所内
教育委員会学校教育課
（℡ 62・3001）

明科総合支所内
教育委員会社会教育課
（℡ 62・3001）

原則として午前８時３０分～午後５時

１５分。ただし、職種により勤務時間

の変更あり。

年次休暇・賃金一時金（賞与）・通

勤費・各種保険は、勤務条件により

異なりますので、詳しくはお問い合わ

せください。

本庁・各総合支所地域支援課窓口

に置いてある所定の申込書に必要事

項を記入して各担当窓口に持参して

ください。

※郵送による受付は、原則不可

※募集職種により、提出窓口が異な

　りますのでご注意ください。

必要に応じ、面接などを実施する場

合があります。詳しくは申込書の受付

時にお知らせします。

勤務条件

応募方法

選考方法

上記給食センター以外は、各総合支所（問い合わせ先）に電話を転送できますので、
ご不明な点がありましたら、まず総務部人事課（℡ ７１・２０００）にお問い合わせください。

職　　　種 時　給 日　額 月　額
一般事務

施設管理

給食調理

図書館司書・学校図書司書

保育士・幼稚園教諭

看護師

保健師・管理栄養士

文書配達

介護認定調査

ケアマネージャー

屋内

屋外

学校給食センター

保育園
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―
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―
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―

―

―

142,800

153,800

166,000

170,200

―

―

―

……………………………………………………
非常勤職員登録制度をスタート

　市では、「非常勤職員登録制度」を始めます。これは、
１年間を通して勤務することはできないものの、短(時間)
期間なら勤務可能な人に、登録していただき、雇用の
必要が発生した場合に、市から勤務をお願いする制度
です。この制度は、随時、各窓口（お問い合わせ先）で
受け付けます。登録方法、制度などの詳しいことは、
総務部人事課にお問い合わせください。
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平成１９年度

� 農業所得申告の変更点
 
・申告方法の変更点

 農業所得申告の計算は、経費目
　安割合方式が廃止になり、全員
　が「収支計算方式」で行います。
 
・収支計算方法とは

�収入‐経費＝農業所得

 収入＝販売金額と贈答・家族で
　食べた分の作物などの金額（経
　費目安方式と同じ算出方法）
 経費＝収入を得るために実際
　に支出した金額（領収証など
　が必要）

※経費目安割合方式では、経費は
　収入に一定の割合を掛けて算出
　していました。

▼
▼

穂 高 総 合 支 所
大 会 議 室

明 科 総 合 支 所
大 会 議 室

三 郷 総 合 支 所
3 階 講 堂

堀金総合支所別館
大 会 議 室

豊 科 総 合 支 所
第 １ 会 議 室

地　区

穂　高

明　科

三　郷

堀　金

豊　科

地　　　域 期　日 会　　場

有明

柏原・牧

穂高・北穂高

明科光・中川手

七貴

東川手・南陸郷

小倉・温（野沢・上長尾）

温（下長尾・楡・住吉）

明盛（七日市場・二木・及木）

明盛（一日市場・中萱）

岩原・倉田・上堀

中堀・下堀・扇町

小田多井・田尻・田多井

豊科・上川手（徳治郎・アルプス）

南穂高・上川手（田沢・小瀬幅）

高家・上川手（大口沢・豊科光・桜坂）

1月16日（火） 

1月17日（水） 

1月18日（木） 

1月18日（木） 

1月19日（金） 

1月22日（月） 

1月22日（月） 

1月23日（火） 

1月24日（水） 

1月23日（火） 

1月24日（水） 

1月25日（木） 

1月26日（金） 

1月31日（水） 

2月 1 日（木）

※市からのお願い：相談会は混雑が予想されます。自分でできる所まで収支計算書の作成をし、相談会では
　　　　　　　　 分からない所を質問するようにしてください。

（単位：円）

総合窓口



※  印は行政相談を同時開催

　心配ごと相談･･･上記へ

　行政相談･･･総務部総務課(Tel71-2000)

★

★豊科中央児童館
TEL.72-0122

■休館日／日曜・祝日

 　絵本・紙しばい　 　　 15・22日（月） 11:00～11:30

 　凧作り   　19日（金） 11:00～11:30

 　リズム遊び   　26日（金） 11:00～11:30

…乳幼児対象の催し物です。

 子育てに関する相談については、右頁をご覧ください。

   　 ０～１歳児　   ２～３歳児

 正月のあそび  　　 12日(金)  11日(木)

 キッズビクス  　　19日(金)  18日(木)

 おはなしサロン 　　26日(金)  25日(木)

いっしょにあそぼう

　 子どもサークルＢ スポーツ・手芸   13日（土）  14:00～15:00

　 子育て雑談会(山下勝工先生)　９・23日（火）  11:00～12:00

ひまわりっ子クラブ

★高家児童館 TEL.72-5685
■休館日／日曜・祝日

　　お正月遊び会　  　　   19日(金) 10:30～11:30

★穂高西部児童館 TEL.82-2527
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館
TEL.62-2482

■休館日／日曜・祝日

10:00～12:00

★南穂高児童館「にこにこランド」 TEL.71-5150
■休館日／日曜・祝日

　 ママ・キッズビクス    11日(木) 10:30～11:30

　 赤ちゃん教室 離乳食について 　 26日(金) 10:30～11:30

児童館の予定

★穂高中央児童館
TEL.82-2940

■休館日／日曜・祝日

   お正月遊び会    13日(土) 10:00～12:00

   リトミック教室  22日(月) 10:30～11:10

   園長先生相談日  30日(火) 10:15～11:15

   読み聞かせ  　　　 毎週水曜日 11:00～11:20

健康に関する

相談・体操

育児相談・サロン　17日(水)
　10:00～12:00
　　南穂高児童館(Tel71-5150)

15日(月)　　９:30～11:00
　　堀金保健センター(Tel73-5770)

10日(水)・24日(水)　 ９:30～11:00
　　豊科保健センター(Tel72-9970)

25日(木)　　９:30～11:00
　　穂高保健センター(Tel81-0711)

23日(火)　　９:30～11:00
　　三郷保健センター(Tel77-9111)

11日(木)　　９:30～11:00
　　明科総合福祉センター(Tel81-2941)

11日(木)  　13:30～15:30
　　三郷総合支所健康福祉課(Tel77-3111)

25日(木)　  13:30～15:30
　　三郷福祉センター(Tel77-8080)　　

10日(水)・17日(水)・24日(水)・31日(水)
　15:00～17:00  　穂高勤労者福祉センター
　教育委員会学校教育課(Tel62-0133)

15日(月)・22日(月)  　13:00～16:00
　堀金老人福祉センター(Tel73-5288)

11日(木)・25日(木)  　13:00～16:00
　三郷福祉センター(Tel77-8080)

９日(火)・23日(火)  　13:00～16:00
　穂高地域福祉センター(Tel82-2940)

12日(金)・26日(金)  　13:00～16:00
　明科総合福祉センター(Tel62-2429)

10日(水)・24日(水)  　13:00～16:00　
　豊科ささえあいセンター「にじ」 (Tel72-3013)

11日(木) 　 ９:30～11:30
　　三郷保健センター(Tel77-9111)　

17日(水) 　 ９:30～11:30
　　豊科保健センター(Tel72-9970)　

15日(月) 　 ９:30～11:30
　　穂高保健センター(Tel81-0711)　

24日(水) 　 ９:30～11:30
　　堀金保健センター(Tel73-5770)　

※管理栄養士による相談です。　

平日　　８:30～17:00　
　　健康福祉部児童保育児童係(Tel81-0727)
※事前にお電話の上、お出かけください。

10日(水)・24日(水) 　 ９:30～16:00
　豊科公民館   松本社会保険事務所(Tel32-5821)

９日(火)・23日(火)　

　14:00～16:00 　 豊科公民館(Tel72-2158)
※グループ学習・親の会

９日(火)・16日(火)・23日(火)・30日(火)

　９:00～15:00    豊科公民館(Tel72-2158)
※幼児期の子育て(個別相談)

※非行・中退・不登校等の子ども(個別相談）  

６日(土)・13日(土)・20日(土)・27日(土)

　９:00～15:00    豊科公民館(Tel72-2158)
※非行・中退・不登校等の子ども(個別相談） 

子育て相談(小川原容子相談員)　12日(金)
　10:30～12:00
　　豊科中央児童館(Tel72-0122)

10日(水)・24日(水)　 13:30～15:30
12日(金)・19日(金)　 ９:30～11:30
　三郷保健センター・三郷公民館
　三郷保健センター(Tel77-9111)
※保健師と運動実践指導者による健康体操相談

健康に関する相談は、各保健センターでも随時受け
付けています。

母
乳
・
育
児
相
談

そ
の
他

毎週月･金曜日(祝日を除く) 　10:00～16:00
  堀金公民館(Tel72-5796)

毎週火曜日(２日を除く)　　９:00～12:00
毎週木曜日　　　　　　　　14:00～17:00
  三郷公民館(Tel77-2109)

毎週月・水・木・金曜日(３日・祝日を除く)
　９:00～16:00
  市教育相談室(豊科公民館内)(Tel72-2238:直通)

毎週火曜日(２日を除く)　　９:00～16:00
  明科総合支所(Tel62-3177)

※保健師･助産師･管理栄養士･歯科衛生士が応じます。

※母乳相談は　　　 

子育て相談(助産師)　16日(火)
　９:30～12:00
　　穂高中央児童館(Tel82-2940)

南穂高児童館は、母乳相談はありません。相談者は、
山下勝工(まさのり)先生です。事前に連絡をいただ
ければ、上記以外の日も相談できます。

★

★

★

★

★

…場所 …問い合わせ …時間

各種相談

栄養相談

子ども
母子家庭
女性の相談

子育てに
関する
相談

結婚相談

年金相談

介護相談

教育相談

心配ごと相談
(行政相談)

　　正月お楽しみ会 　  ５日(金) 13:00～

　　お正月遊び会　   　10日（水） 　10:30～11:30

★穂高北部児童館 TEL.83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

物語
14日(日) 　 13:00～16:00
    堀金老人福祉センター(Tel73-5288)

21日(日)　  13:00～16:00
    豊科ささえあいセンター「にじ」(Tel72-3013)

28日(日)　  13:00～16:00
    明科総合福祉センター(Tel62-2429)

12日(金) 　堀金総合支所
　10:00～15:00 　法務局松本支局（Tel32-2571)人権相談所

　キッズリユーズ広場 子ども服などのお下がり交換会

　30日（火）　11:00～11:30

出品されない皆さんの参加もお待ちしています!!

児童館の年末年始の休館日は

12月29日(金)～１月３日(水)まで　です。

このコーナーに登場していただける、３歳までのお子さんを募集して

います。【問い合わせ】まちづくり推進課広報広聴係　Tel.71-2000

Ｅメール info@city.azumino.nagano.jp

 　百人一首・かるた大会    　５日（金） 14:00～15:00

 　子ども会議      　６日（土） 14:00～14:30

 　なわとびクラブ  　６日（土） 14:30～15:00

 　絵心教室 (講師:近藤佐智子先生) 　９日（火） 15:00～16:00

 　パソコンの日 　　　13・27日(土) 10:00～12:00

 　卓球の日   　13日（土） 14:00～15:00

 　チャレンジクラブ     　20日（土） 14:00～15:00

 　本と友達      　20日（土） 16:00～16:30

 　移動児童館（本村地区） 　27日（土） 10:30～15:00

 　クロック大会  　27日（土） 14:00～15:00

　「うきょう」という名

前の響きが日本人らしく、

みやびさがあるとパパが

名付けてくれました。

　車が大好きで、寝ると

きもおもちゃの車と一緒

に寝ています。

（ママ・裕美さん）

　不要になった衣類(ほころびがな

く洗たく済みのもの)や保育用品・

おもちゃなどを、当日10:30～11:00

の間にお持ちください。
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か
り
や
す
く
、
そ

し
て
何
よ
り
見
て
、
読
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
紙
を
目
指
し
て
き
た
つ
も
り
で

す
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

係
の
皆
で
反
省
会
も
開
き
、
新
年
へ
向

け
、
ま
た
心
機
一
転
、
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
「
普
通
に
生
き
る
の
も
楽
じ
ゃ
ね
え

な
ぁ
」
。
帰
り
際
、
親
愛
な
る
上
司
が

言
い
ま
し
た
。
家
族
が
病
気
を
し
た
り
、

お
金
が
足
り
な
く
な
っ
た
り
…
。
確
か

に
普
通
に
生
き
る
こ
と
は
案
外
、
大
変

で
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
「
公
」
を
育
む

過
程
で
す
が
、
そ
の
基
軸
に
は
「
個
」

の
日
常
が
あ
る
。
日
常
は
時
に
退
屈
で

く
す
ん
で
見
え
ま
す
が
、
個
が
輝
き
を

放
つ
の
も
や
は
り
日
常
の
中
に
あ
り
ま

す
。
今
月
の
特
集
は
、
そ
ん
な
ね
ら
い

も
込
め
ま
し
た
。
来
年
が
皆
さ
ま
に
と

っ
て
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の

十
五

今月の色

月白
Geppaku

2006. 12. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,254人（+7）

48,089人（+14）

51,165人（-7）

35,646世帯（+32）

印刷経費1部　38円

T M

次回発行・・・ 1月18日（木）

月の光のように

わずかに青みを帯びた白

初冬の玉兎

初
冠
雪
を
迎
え
た
朝

長
峰
山
か
ら
西
山
を
望
む
。

お
て
ん
し
ょ
う
の
上
空
に

青
白
く
映
え
る
玉
う
さ
ぎ
。

凍
り
つ
く
指
を
添
え

静
か
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。

虚
空
の
時
を
と
ど
め
な
が
ら

白
々
と
夜
が
明
け
放
た
れ
る
。

― 大天井岳上空に映える ―

ぎょく と


